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島国の力
特 集　大洋州 



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）



島の生活に
幸せを見つけた
八王子市立第二中学校

世界とつながる教室22

my photo

特集 大洋州
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島国の力
サンゴ礁は私たちの財産　パラオ
自治体の経験で島をきれいに　ソロモン諸島
新しいエネルギーの時代へ　トンガ
島の知見を生かしてできること

ヒマラヤの麓の柔道部　ブータン

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・

Voice

26

表紙　
撮影：今村健志朗

大洋州の国、フィジー。美し
い海、砂浜を望みながら暮
らす人々の生活にも、日本
も直面する島国ならではの
課題がある

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



出典：外務省、太平洋諸島センター（PIC）、世界銀行ホームページなど

日本

パプアニューギニア

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

サモア

トンガ

ニウエ

クック諸島

ツバル

ナウル
赤道

日付変更線

キリバス

ソロモン諸島

フィジー

パラオ

オーストラリア

ニュージーランド

バヌアツ

首都：マルキョク
面積：488km2
人口：2万920人（2013）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：10,970米ドル（2013）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

パラオ

首都：パリキール
面積：700km2
人口：10万3,500人（2013）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：3,280米ドル（2013）

ミクロネシア連邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2
人口：約1万人（2012）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：12,577米ドル（2012）

ナウル

首都：タラワ
面積：730km2 
人口：10万2,400人（2013）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,620米ドル（2013）

キリバスツバル

サモア トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2 
人口：1,611人（2011）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

ニウエ

クック諸島

首都：スバ
面積：1万8,270km2 
人口：88万1,100人（2013）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：4,370米ドル（2013）

フィジー

首都：ポートビラ
面積：1万2,190km2 
人口：25万2,800人（2013）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：3,130米ドル（2013）

バヌアツ

首都：ホニアラ
面積：2万8,900km2 
人口：56万1,200人（2013）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,600米ドル（2013）

ソロモン諸島

首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2 
人口：732万1,000人（2013）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ、トヤ
GNI／人：2,010米ドル（2013）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2
人口：5万2,630人（2013）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：4,310米ドル（2013）

ミクロネシア

ポリネシア

メラニシア

ハワイ島

サイパン島

グアム島

マーシャル諸島

ミクロネシア

メラネシア

ポリネシア

フナフチ

首都：ヌクアロファ
面積：720km2 
人口：10万5,300人（2013）
言語：トンガ語、英語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：4,490米ドル（2013）

首都：アピア
面積：2,830km2
人口：19万400人（2013）
言語：サモア語、英語
通貨：サモア・タラ
GNI／人：3,970米ドル（2013）

首都：アバルア
面積：237km2 
人口：1万3,900人（2013）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

首都：フナフチ
面積：25.9km2 
人口：9,876人（2013）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,840米ドル（2013）

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
首

脳
レ
ベ
ル
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
緊
密
な
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
で
「
第
７
回
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　「
大
洋
州
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ

り
、
長
年
協
力
を
続
け
て
き
た
日
本
は
、

大
洋
州
で
は
か
な
り
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
大
洋

州
と
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
時

に
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
小
林
教

授
。
個
別
の
分
野
の
協
力
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
大
洋
州
の
国
々
が
域
内
で
ど
の

よ
う
に
連
帯
を
深
め
、
一
地
域
と
し
て

発
展
を
目
指
し
て
い
く
か
。
大
洋
州
に

最
も
近
い
先
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
先

を
見
据
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日

本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
洋
州
の
ど
こ
か
の
国
に
足
を
運
ぶ

機
会
が
あ
っ
た
ら
、〝
楽
園
〞
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
も
少
し
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
き
っ

と
、
た
だ
の
観
光
で
は
分
か
ら
な
い
、

そ
の
国
の
素
顔
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

特集 大洋州 
島国の力

編
集
協
力
：
小
林
泉

　大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
／
一
般
社
団
法
人
太
平
洋
協
会
理
事
長

サミットの開催を通じて
新たな絆を築く

　2015年５月22～23日、福島県いわき市で「第７回太平洋・島
サミット」が行われます。福島県で初めて開催される首脳級の国際
会議の開催地となったことは、大変名誉なことです。
　私たちは東日本大震災の前から、「第７回太平洋・島サミット」の
誘致を目指してきました。いわき市は、これまで島しょ国の舞踊団な
どを招いての「太平洋諸国舞踊祭」の開催や、アクアマリンふくし
まとパラオ国際サンゴ礁センターとの友好館協定締結など、大洋
州の国々と交流があり、港湾整備を学ぶ研修員を受け入れたこと
もあります。
　その大洋州の発展を目指した国際会議を開催することは、大変
意義のあることであり、市の知名度向上、観光交流人口の増大、
国際化の一層の進展を目指す良いきっかけにもなると考えました。
また、太平洋に面しており、東日本大震災による津波被害を受けた
市の沿岸部と、海面上昇で浸水被害を受けている島しょ国と共有
できる経験や課題も多くあると確信しています。
　現在、官民一体となって組織した「実行委員会」や、地元の高
校生による「サミット応援隊」を中心に市民が一丸となって機運を
盛り上げています。今後の観光交流にもつなげられるよう積極的
に取り組み、いわき市の元気を日本全国、そして世界に発信し、復
興を加速したいと考えております。

清水 敏男
いわき市長

真
っ
青
な
空
の
下
、
一
面
に
広
が
る
透
き
通
っ
た
海
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
魅
せ
ら
れ
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
洋
州
。

し
か
し
、
実
際
は
美
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
「
島
」
特
有
の
課
題
の
数
々
。

同
じ
島
国
と
し
て
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

特
集  

大
洋
州

島
国
の
力

島
国
の
日
本
が

で
き
る
こ
と

立
か
ら
30
年
以
上
が
た
ち
、
他
国
か
ら

の
輸
入
品
が
増
加
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み
が
増
え

て
い
る
も
の
の
、
最
終
処
分
場
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の

処
理
能
力
が
限
界
に
達
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が
魅
せ
ら

れ
て
い
る
〝
海
〞
が
、
時
に
大
き
な
弊

害
と
な
る
こ
と
も
。「
広
大
な
海
洋
面
積

は
国
の
貴
重
な
資
源
で
す
が
、
そ
れ
を

適
切
に
管
理
で
き
な
け
れ
ば
自
然
環
境

の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
な
る
ぜ
い
弱
性
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
大
阪
学
院
大
学
の

小
林
泉
教
授
は
話
す
。
国
土
を
海
に
囲

ま
れ
た
島
国
は
、
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
。
長
年
に
わ
た
る
植
民
地

支
配
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
以
降
に

独
立
を
果
た
し
た
大
洋
州
の
国
々
。
今

も
な
お
海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い

る
国
が
多
く
、
政
治
的
・
経
済
的
に
も

ま
だ
ま
だ
ぜ
い
弱
だ
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
も
同
じ
島
国
。

ま
さ
に
今
、
大
洋
州
の
国
々
が
直
面
し

て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
長
年
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
得
た
知
見
を
生
か
し
た
国
際
協

力
は
日
本
な
ら
で
は
の
強
み
。
こ
れ
ま

で
、
気
候
変
動
対
策
、
廃
棄
物
管
理
、

海
洋
資
源
管
理
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
中
心
に
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
ま

た
、
島
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
命
線
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
や
防
災
対
策
も
、

今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分

野
だ
。

　
そ
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
の
絆
を
強

化
す
る
た
め
に
、
１
９
９
７
年
か
ら
３

年
ご
と
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
直

　
待
ち
に
待
っ
た
長
期
休
暇
。
海
外
旅

行
し
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
行
き
先

を
選
ぼ
う―

。
日
本
と
は
違
う
文
化
を

体
験
し
て
み
た
い
、
お
い
し
い
も
の
が

楽
園
で
は
な
い

島
国
の
現
実

食
べ
た
い
、
珍
し
い
遺
跡
が
見
た
い…

。

人
に
よ
っ
て
、
優
先
す
べ
き
こ
と
は
違

う
は
ず
だ
。

　
そ
の
中
で
も
、「
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
休
み
く
ら
い
は
の
ん
び

り
し
た
い
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い

は
ず
。
そ
こ
で
ぴ
っ
た
り
な
の
が
リ
ゾ

ー
ト
。
特
に
日
本
か
ら
比
較
的
近
く
、

人
気
が
高
い
の
が「
大
洋
州
」の
国
々
だ
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
広
が
る
大
洋
州
は
、

一
番
面
積
の
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
こ
そ
日
本
の
約
１
・
25
倍
の
面

積
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
一
都
道
府

県
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
国
だ
。
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が
息
づ
く

楽
園―

。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実

は
、
決
し
て
〝
楽
園
〞
と
は
い
え
な
い

課
題
が
山
積
み
な
の
だ
。

　
ま
ず
一
つ
が
、
人
口
が
少
な
く
、
国

土
が
狭
い
こ
と
。
市
場
の
規
模
が
小
さ

く
、
大
き
な
産
業
が
発
展
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
大
小
複
数
の
島
か
ら
成
り
、

国
土
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
約
１
０
０

０
、
そ
の
他
の
国
の
多
く
が
数
十
か
ら

数
百
も
の
小
さ
な
島
の
集
合
体
だ
。
電

気
、
水
道
、
教
育
、
保
健
医
療
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
離
島
に
暮
ら
す
全
て
の
人

に
届
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
島
国
の
課
題
は
、
そ
ん
な
地
理
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
近

年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
。
独
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人口：2万920人（2013）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：10,970米ドル（2013）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

パラオ

首都：パリキール
面積：700km2
人口：10万3,500人（2013）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：3,280米ドル（2013）

ミクロネシア連邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2
人口：約1万人（2012）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：12,577米ドル（2012）

ナウル

首都：タラワ
面積：730km2 
人口：10万2,400人（2013）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,620米ドル（2013）

キリバスツバル

サモア トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2 
人口：1,611人（2011）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

ニウエ

クック諸島

首都：スバ
面積：1万8,270km2 
人口：88万1,100人（2013）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：4,370米ドル（2013）

フィジー

首都：ポートビラ
面積：1万2,190km2 
人口：25万2,800人（2013）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：3,130米ドル（2013）

バヌアツ

首都：ホニアラ
面積：2万8,900km2 
人口：56万1,200人（2013）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,600米ドル（2013）

ソロモン諸島

首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2 
人口：732万1,000人（2013）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ、トヤ
GNI／人：2,010米ドル（2013）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2
人口：5万2,630人（2013）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：4,310米ドル（2013）

ミクロネシア

ポリネシア

メラニシア

ハワイ島

サイパン島

グアム島

マーシャル諸島

ミクロネシア

メラネシア

ポリネシア

フナフチ

首都：ヌクアロファ
面積：720km2 
人口：10万5,300人（2013）
言語：トンガ語、英語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：4,490米ドル（2013）

首都：アピア
面積：2,830km2
人口：19万400人（2013）
言語：サモア語、英語
通貨：サモア・タラ
GNI／人：3,970米ドル（2013）

首都：アバルア
面積：237km2 
人口：1万3,900人（2013）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

首都：フナフチ
面積：25.9km2 
人口：9,876人（2013）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,840米ドル（2013）

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
首

脳
レ
ベ
ル
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
緊
密
な
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
で
「
第
７
回
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　「
大
洋
州
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ

り
、
長
年
協
力
を
続
け
て
き
た
日
本
は
、

大
洋
州
で
は
か
な
り
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
大
洋

州
と
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
時

に
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
小
林
教

授
。
個
別
の
分
野
の
協
力
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
大
洋
州
の
国
々
が
域
内
で
ど
の

よ
う
に
連
帯
を
深
め
、
一
地
域
と
し
て

発
展
を
目
指
し
て
い
く
か
。
大
洋
州
に

最
も
近
い
先
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
先

を
見
据
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日

本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
洋
州
の
ど
こ
か
の
国
に
足
を
運
ぶ

機
会
が
あ
っ
た
ら
、〝
楽
園
〞
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
も
少
し
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
き
っ

と
、
た
だ
の
観
光
で
は
分
か
ら
な
い
、

そ
の
国
の
素
顔
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

特集 大洋州 
島国の力

編
集
協
力
：
小
林
泉

　大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
／
一
般
社
団
法
人
太
平
洋
協
会
理
事
長

サミットの開催を通じて
新たな絆を築く

　2015年５月22～23日、福島県いわき市で「第７回太平洋・島
サミット」が行われます。福島県で初めて開催される首脳級の国際
会議の開催地となったことは、大変名誉なことです。
　私たちは東日本大震災の前から、「第７回太平洋・島サミット」の
誘致を目指してきました。いわき市は、これまで島しょ国の舞踊団な
どを招いての「太平洋諸国舞踊祭」の開催や、アクアマリンふくし
まとパラオ国際サンゴ礁センターとの友好館協定締結など、大洋
州の国々と交流があり、港湾整備を学ぶ研修員を受け入れたこと
もあります。
　その大洋州の発展を目指した国際会議を開催することは、大変
意義のあることであり、市の知名度向上、観光交流人口の増大、
国際化の一層の進展を目指す良いきっかけにもなると考えました。
また、太平洋に面しており、東日本大震災による津波被害を受けた
市の沿岸部と、海面上昇で浸水被害を受けている島しょ国と共有
できる経験や課題も多くあると確信しています。
　現在、官民一体となって組織した「実行委員会」や、地元の高
校生による「サミット応援隊」を中心に市民が一丸となって機運を
盛り上げています。今後の観光交流にもつなげられるよう積極的
に取り組み、いわき市の元気を日本全国、そして世界に発信し、復
興を加速したいと考えております。

清水 敏男
いわき市長

真
っ
青
な
空
の
下
、
一
面
に
広
が
る
透
き
通
っ
た
海
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
魅
せ
ら
れ
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
洋
州
。

し
か
し
、
実
際
は
美
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
「
島
」
特
有
の
課
題
の
数
々
。

同
じ
島
国
と
し
て
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

特
集  

大
洋
州

島
国
の
力

島
国
の
日
本
が

で
き
る
こ
と

立
か
ら
30
年
以
上
が
た
ち
、
他
国
か
ら

の
輸
入
品
が
増
加
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み
が
増
え

て
い
る
も
の
の
、
最
終
処
分
場
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の

処
理
能
力
が
限
界
に
達
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が
魅
せ
ら

れ
て
い
る
〝
海
〞
が
、
時
に
大
き
な
弊

害
と
な
る
こ
と
も
。「
広
大
な
海
洋
面
積

は
国
の
貴
重
な
資
源
で
す
が
、
そ
れ
を

適
切
に
管
理
で
き
な
け
れ
ば
自
然
環
境

の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
な
る
ぜ
い
弱
性
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
大
阪
学
院
大
学
の

小
林
泉
教
授
は
話
す
。
国
土
を
海
に
囲

ま
れ
た
島
国
は
、
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
。
長
年
に
わ
た
る
植
民
地

支
配
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
以
降
に

独
立
を
果
た
し
た
大
洋
州
の
国
々
。
今

も
な
お
海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い

る
国
が
多
く
、
政
治
的
・
経
済
的
に
も

ま
だ
ま
だ
ぜ
い
弱
だ
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
も
同
じ
島
国
。

ま
さ
に
今
、
大
洋
州
の
国
々
が
直
面
し

て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
長
年
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
得
た
知
見
を
生
か
し
た
国
際
協

力
は
日
本
な
ら
で
は
の
強
み
。
こ
れ
ま

で
、
気
候
変
動
対
策
、
廃
棄
物
管
理
、

海
洋
資
源
管
理
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
中
心
に
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
ま

た
、
島
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
命
線
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
や
防
災
対
策
も
、

今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分

野
だ
。

　
そ
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
の
絆
を
強

化
す
る
た
め
に
、
１
９
９
７
年
か
ら
３

年
ご
と
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
直

　
待
ち
に
待
っ
た
長
期
休
暇
。
海
外
旅

行
し
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
行
き
先

を
選
ぼ
う―

。
日
本
と
は
違
う
文
化
を

体
験
し
て
み
た
い
、
お
い
し
い
も
の
が

楽
園
で
は
な
い

島
国
の
現
実

食
べ
た
い
、
珍
し
い
遺
跡
が
見
た
い…

。

人
に
よ
っ
て
、
優
先
す
べ
き
こ
と
は
違

う
は
ず
だ
。

　
そ
の
中
で
も
、「
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
休
み
く
ら
い
は
の
ん
び

り
し
た
い
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い

は
ず
。
そ
こ
で
ぴ
っ
た
り
な
の
が
リ
ゾ

ー
ト
。
特
に
日
本
か
ら
比
較
的
近
く
、

人
気
が
高
い
の
が「
大
洋
州
」の
国
々
だ
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
広
が
る
大
洋
州
は
、

一
番
面
積
の
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
こ
そ
日
本
の
約
１
・
25
倍
の
面

積
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
一
都
道
府

県
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
国
だ
。
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が
息
づ
く

楽
園―

。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実

は
、
決
し
て
〝
楽
園
〞
と
は
い
え
な
い

課
題
が
山
積
み
な
の
だ
。

　
ま
ず
一
つ
が
、
人
口
が
少
な
く
、
国

土
が
狭
い
こ
と
。
市
場
の
規
模
が
小
さ

く
、
大
き
な
産
業
が
発
展
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
大
小
複
数
の
島
か
ら
成
り
、

国
土
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
約
１
０
０

０
、
そ
の
他
の
国
の
多
く
が
数
十
か
ら

数
百
も
の
小
さ
な
島
の
集
合
体
だ
。
電

気
、
水
道
、
教
育
、
保
健
医
療
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
離
島
に
暮
ら
す
全
て
の
人

に
届
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
島
国
の
課
題
は
、
そ
ん
な
地
理
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
近

年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
。
独
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海底6メートルから何度も海水を引き上げ、容器に移す作業は力仕事。一部は
沖縄に持ち帰り、慎重に成分分析を進める

オニヒトデによるサンゴの食害状況を記録する中村先生。主な研究対象は、パ
ラオ周辺の15カ所に広がるサンゴ群集だ

［左上］調査から戻ってきてから、採取した海水を取り出す琉球大学の
研究員の河井さんとユエン・ヨンシャンさん
［左］実験室で機材とパソコンをつなぎ合わせて、海水中の酸素濃度変
化を基にサンゴの呼吸速度を測る。石川さん（右）に手順を聞きながら、
シャーリーさん（右から2人目）ら研究員は、そのノウハウを頭と体で学ぶ

約600の島々から成るパラオの
沿岸に広がるマングローブ。海
洋保護区が設けられ、漁業や観
光業が制限されている

潜水調査前に中村先生（左）と打ち合わせをする中谷さん。「沖縄のサン
ゴ礁も厳しい状態にある。大洋州に学び、取り組まなければならないことが
たくさんある」

パラオ国際サンゴ礁センターのゴル
ブーセンター長。「琉球大学との共同
研究を通じて、パラオの研究者の人
材育成にも力を入れたい」

協力隊員の山上さんは、センターに併設されている水族館での環境教
育、土産屋のレイアウトなどの改善に取り組む

残
念
な
が
ら
曇
天
。
限
り
な
く
続
く
空

は
、
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
い
つ

も
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
が
ま
ぶ
し
い
海

も
、
グ
レ
ー
が
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
沿
岸
近
く
で
さ
え
透
き
通
っ
た
海

の
先
に
は
、
サ
ン
ゴ
礁
が
見
え
た
。

　
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
コ
ロ
ー
ル
の
市

街
地
か
ら
車
を
走
ら
せ
、
海
辺
に
あ
る

「
パ
ラ
オ
国
際
サ
ン
ゴ
礁
セ
ン
タ
ー
」

へ
向
か
っ
た
。
入
り
口
に
は
、
パ
ラ
オ

の
国
旗
と
並
び
、
日
の
丸
が
海
風
に
な

び
い
て
い
る
。
２
０
０
１
年
に
日
本
の

協
力
で
建
設
さ
れ
た
、
大
洋
州
随
一
の

サ
ン
ゴ
礁
の
研
究
施
設
だ
。

　
建
物
の
脇
に
あ
る
船
着
場
で
、
１
台

の
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
で
い
る
人
た
ち

に
出
会
っ
た
。「
今
日
は
こ
れ
か
ら
、

潜
水
調
査
に
行
く
ん
で
す
よ
」。
そ
う

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
琉
球
大
学

理
学
部
の
中
村
崇
講
師
。
琉
球
大
学
が

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
立
ち
上
げ
た
研
究

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　「
パ
ラ
オ
は
世
界
で
も
有
数
の
サ
ン

ゴ
礁
の
生
態
系
が
豊
か
な
国
。
サ
ン
ゴ

礁
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
生
物
の
種
類

が
多
い
た
め
、
世
界
各
国
か
ら
ダ
イ
バ

ー
が
訪
れ
ま
す
。
で
も
近
年
、
そ
れ
が

崩
れ
つ
つ
あ
る
の
で
す
」と
中
村
先
生
。

ま
さ
に
、
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
沖

縄
。
そ
こ
で
パ
ラ
オ
と
協
力
し
、
そ
の

解
決
の
道
筋
を
探
る
こ
と
に
し
た
の

だ
。

　
ボ
ー
ト
を
少
し
走
ら
せ
る
と
、
小
さ

な
島
々
が
見
え
て
き
た
。
２
０
１
２
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
。
古
代
の
サ

ン
ゴ
礁
が
隆
起
し
て
で
き
た
島
の
群

れ
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
委
任
統
治

領
時
代
の
名
残
、
日
本
の
南
洋
庁
が
造

っ
た
「
新
水
道
」
も
残
っ
て
い
る
場
所

だ
。

　
一
つ
目
の
調
査
区
域
で
、
ボ
ー
ト
が

止
ま
っ
た
。
琉
球
大
学
の
研
究
員
、
河

井
崇
さ
ん
が
大
き
な
タ
ン
ク
を
取
り
出

し
、
海
底
６
メ
ー
ト
ル
か
ら
何
度
も
海

水
を
引
き
上
げ
て
い
く
。持
ち
帰
っ
て
、

海
水
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
や

状
態
を
調
べ
る
た
め
だ
。い
わ
ゆ
る〝
研

究
者
〞
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
け
離
れ
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
姿
。「
研
究
も

力
作
業
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。

　
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
機
材
を

身
に
着
け
て
潜
る
と
、
一
面
に
サ
ン
ゴ

礁
の
世
界
が
広
が
っ
た
。
研
究
チ
ー
ム

が
目
印
に
付
け
た
タ
グ
を
頼
り
に
、
状

態
を
確
認
し
な
が
ら
記
録
し
て
い
く
。

「
こ
れ
ま
で
何
百
と
い
う
ス
ポ
ッ
ト
を

潜
っ
て
、
パ
ラ
オ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
状
況

を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
要
な

15
カ
所
を
絞
り
こ
ん
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
、
中
村
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
灰
色
の
雲
が
ぐ

ん
ぐ
ん
こ
ち
ら
に
移
動
し
て
き
た
。
ザ

ー
ッ
と
雨
が
降
り
出
す
。
ス
コ
ー
ル
の

よ
う
だ
が
、一
向
に
や
む
気
配
が
な
い
。

「
海
の
中
の
ほ
う
が
温
か
い
か
ら
入
り

ま
し
ょ
う
」。
そ
う
促
さ
れ
て
ま
た
潜

る
と
、
海
底
に
は
鉄
の
太
い
管
が
延
び

て
い
た
。
少
し
進
ん
で
い
く
と
、
管
が

途
切
れ
、
そ
の
先
端
か
ら
何
か
が
噴
出

し
て
い
る
。
80
年
代
に
サ
ン
ゴ
礁
域
内

に
設
置
さ
れ
た
こ
の
下
水
排
水
口
。
近

年
、
観
光
客
の
急
増
に
よ
り
ホ
テ
ル
の

建
設
が
進
み
、
排
水
処
理
が
追
い
付
か

な
く
な
り
、
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　「
昔
は
も
っ
と
き
れ
い
に
サ
ン
ゴ
礁

が
広
が
っ
て
い
た
。
魚
の
数
も
種
類
も

減
っ
て
き
て
い
て
…
」

　
そ
ん
な
声
が
、
地
元
の
あ
ち
こ
ち
の

漁
師
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
昨
今

騒
が
れ
て
い
る
気
候
変
動
の
影
響
だ
ろ

う
か
。
台
風
の
襲
来
、
加
速
化
す
る
観

光
開
発
な
ど
が
折
り
重
な
り
、
海
の
中

も
何
か
が
〝
変
化
〞
し
て
い
る
。

　
サ
ン
ゴ
礁
は
魚
の
大
切
な
す
み
か
。

そ
し
て
、
島
の
誇
り
で
も
あ
る
。
自
給

自
足
の
生
活
を
続
け
る
彼
ら
に
と
っ
て

は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
は
必
須
。
パ
ラ

オ
は
い
ち
早
く
「
海
洋
保
護
区
」
を
設

け
て
、
州
ご
と
に
保
全
活
動
を
進
め
て

き
た
が
、
ま
だ
課
題
は
多
い
。

　
潜
水
調
査
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
、
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
す
ぐ
に
実
験
室
へ
。

こ
の
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
な

ん
と
も
ぜ
い
た
く
な
立
地
だ
。
採
取
し

た
サ
ン
ゴ
と
海
水
を
使
っ
て
、
実
験
室

で
の
生
物
測
定
が
始
ま
る
。

　「
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
海
水
中

の
酸
素
の
濃
度
を
測
り
ま
す
」

　
現
地
の
研
究
員
た
ち
に
英
語
で
説
明

し
て
い
る
の
は
、
琉
球
大
学
大
学
院
修

士
２
年
の
石
川
惠
さ
ん
。
中
村
先
生
の

研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
彼
女
は
、
自

身
の
研
究
も
兼
ね
て
パ
ラ
オ
を
訪
れ
て

い
た
。
こ
の
測
定
器
の
操
作
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
、
彼
女
が
パ
ラ
オ
の
研
究
者
向
け

に
英
語
で
作
っ
た
も
の
。
中
村
先
生
は

学
生
た
ち
に
も
積
極
的
に
パ
ラ
オ
で
の

研
究
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将

来
を
担
う
研
究
者
と
し
て
、
よ
り
成
長

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
石
川
さ
ん
の
説
明
を
う
な

ず
き
な
が
ら
聞
い
て
い
る
の
が
、
シ
ャ

ー
リ
ー
・
コ
シ
バ
さ
ん
。
ハ
ワ
イ
の
大

学
に
進
学
し
た
が
、
故
郷
の
自
然
を
守

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
の
研
究
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。「
実

は
、
沖
縄
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み
な
ど
、
参
考
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
パ
ラ
オ
に
も
取
り

入
れ
た
い
で
す
ね
」。
ま
だ
使
い
慣
れ

な
い
実
験
器
具
も
多
い
が
、
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
が
そ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。「
こ
れ
ま

で
何
人
も
の
日
本
人
が
こ
の
セ
ン
タ
ー

に
技
術
指
導
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
惜

し
み
な
く
自
分
た
ち
の
技
術
を
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
私
た
ち
も

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、

イ
ム
ナ
ン
・
ゴ
ル
ブ
ー
セ
ン
タ
ー
長
は

話
す
。

　
そ
ん
な
信
頼
関
係
は
、
10
年
以
上
の

時
を
超
え
て
築
か
れ
た
も
の
。
設
立
以

来
、
日
本
は
機
材
供
与
だ
け
で
な
く
、

サ
ン
ゴ
礁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法
な

ど
を
日
本
人
専
門
家
が
地
道
に
指
導
し

続
け
て
き
た
。
そ
の
一
人
、
中
谷
誠
治

さ
ん
は
、
今
も
現
地
で
日
本
人
専
門
家

と
し
て
共
同
研
究
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
存
在
。
パ
ラ
オ
で
国
際
協
力
に
携
わ

っ
て
約
６
年
。
現
地
の
文
化
も
、
パ
ラ

オ
国
際
サ
ン
ゴ
礁
セ
ン
タ
ー
の
課
題

も
、
全
て
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
を
支

え
て
い
る
。

　
２
階
に
上
が
る
と
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
の
山
上
裕
香
さ
ん
が
窓
一
面
に
海

が
望
め
る
部
屋
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ

て
い
た
。
画
面
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
魚

の
写
真
と
日
本
語
と
英
語
の
説
明
文
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
。「
水
族
館
に
設

置
す
る
た
め
の
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」。
そ
う
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
、水
族
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
せ
っ
か
く
な
の
で
、
山
上
さ
ん
に
水

族
館
を
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
海
の
す
ぐ
そ
ば
と
い
う
立
地
を
活

用
し
、
海
と
一
体
化
し
た
造
り
は
神
秘

的
。
で
も
開
館
以
来
、
来
館
者
数
は
伸

び
悩
ん
で
い
た
。「
知
識
が
な
い
人
で

も
海
の
生
物
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、

レ
イ
ア
ウ
ト
や
解
説
を
分
か
り
や
す
く

す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
得
意
分
野
だ
っ

た
の
で
、
私
が
案
を
作
る
か
ら
変
え
よ

う
！
と
提
案
し
た
ん
で
す
」。

　
山
上
さ
ん
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は

６
代
目
の
協
力
隊
員
。
水
族
館
を
活
用

し
て
環
境
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

お
う
と
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
案
内

役
を
務
め
る
こ
と
も
あ
る
。「
美
術
大

学
を
卒
業
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の
仕

事
に
就
い
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
世
界
を
見
た
い
と
思
っ
て
た
ど

り
着
い
た
の
が
協
力
隊
で
し
た
」。
魚

に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
図

鑑
を
見
た
り
し
な
が
ら
猛
勉
強
し
た
。

よ
り
海
の
こ
と
を
知
る
た
め
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
も
始
め
た
。

　
今
で
は
水
族
館
の
あ
ち
こ
ち
に
、
山

上
さ
ん
手
作
り
の
教
材
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
中
で
も
自
信
作
は
、
昨
年
帰
国
し

た
隊
員
と
一
緒
に
作
っ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

〝
リ
ゾ
ー
ト
〞
で
知
ら
れ
る

島
国
の
素
顔

研
究
人
材
を
育
て
る
た
め
の

人
づ
く
り

環
境
教
育
を
通
じ
て

住
民
を
巻
き
込
む

特集 大洋州 
島国の力

ル
形
式
で
ク
イ
ズ
に
答
え
ら
れ
る
視
聴

覚
教
材
。〝
魚
マ
ニ
ア
〞
で
な
い
と
答

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
多
い

が
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
も
の
だ
。

　
中
村
先
生
た
ち
の
研
究
も
、
こ
れ
か

ら
が
本
番
だ
。「
調
査
研
究
に
必
要
な

機
材
も
整
い
、
潜
水
調
査
の
デ
ー
タ
も

集
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ
の

分
析
を
進
め
、
パ
ラ
オ
の
サ
ン
ゴ
礁
を

守
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
国

の
政
策
を
現
地
の
人
た
ち
と
考
え
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。
パ
ラ
オ
の

国
民
に
対
す
る
環
境
意
識
調
査
も
実
施

中
。実
験
室
の
中
で
終
わ
ら
な
い
、人
々

の
実
生
活
に
役
立
つ
研
究
に
す
る
た
め

だ
。「
将
来
、
自
分
の
子
ど
も
を
パ
ラ

オ
に
連
れ
て
き
た
時
、
こ
の
国
の
環
境

保
全
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
こ
と
が

示
せ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
研
究
成

果
を
残
し
た
い
。
そ
の
経
験
を
、
さ
ら

に
沖
縄
に
も
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」。

　
パ
ラ
オ
と
沖
縄
の
将
来
を
見
据
え
た

研
究
が
、
大
洋
州
の
島
国
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。

特集 大洋州 
島国の力

サンゴ礁は私たちの財産

　　
青
い
空
、
青
い
海
。
パ
ラ
オ
と
い
え

ば
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
日
本
か
ら
も
直
行
便
が
飛
ぶ
島
国

は
、
屋
久
島
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
。
人

口
約
２
万
人
に
対
し
て
、
年
間
の
観
光

客
は
約
14
万
人
。
誰
も
が
認
め
る
人
気

の
観
光
地
だ
。

　
そ
の
パ
ラ
オ
に
向
か
っ
た
の
は
２
月

初
旬
、
東
京
で
数
セ
ン
チ
の
雪
が
積
も

っ
た
数
日
後
の
こ
と
。
飛
行
機
を
降
り

た
途
端
、
も
わ
っ
と
南
国
の
空
気
が
頬

を
な
で
る
。
日
本
か
ら
わ
ず
か
５
時
間

の
と
こ
ろ
に
あ
る
〝
楽
園
〞
だ
。

　
し
か
し
夜
が
明
け
る
と
、
こ
の
日
は

日本人にもリゾート地として人気の高いパラオ。
世界屈指の美しさを誇るサンゴ礁は、これまで多くの人 を々魅了してきた。

そんな貴重な島の財産を、自分たちの力で守っていきたい―。
日本と協力して保全活動を進める現場を訪れた。

Palau
from

パラオ

マルキョク

コロール島

写真（9 ページの水中写真を除く）＝鈴木革（写真家）

パラオ経済の中心地、
コロールにあるパラオ国
際サンゴ礁センター。
2001年に日本の協力
で設立され、大洋州の
サンゴ礁の研究拠点と
しての役割を担っている

パラオの2つの島をつなぐ橋は、
日本の協力で建設されたもの。
コバルトブルーの海の下には、多
種多様なサンゴ礁生物が生息し
ている。観光客の増加による経
済効果が期待される一方、環境
への配慮も必要だ
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海底6メートルから何度も海水を引き上げ、容器に移す作業は力仕事。一部は
沖縄に持ち帰り、慎重に成分分析を進める

オニヒトデによるサンゴの食害状況を記録する中村先生。主な研究対象は、パ
ラオ周辺の15カ所に広がるサンゴ群集だ

［左上］調査から戻ってきてから、採取した海水を取り出す琉球大学の
研究員の河井さんとユエン・ヨンシャンさん
［左］実験室で機材とパソコンをつなぎ合わせて、海水中の酸素濃度変
化を基にサンゴの呼吸速度を測る。石川さん（右）に手順を聞きながら、
シャーリーさん（右から2人目）ら研究員は、そのノウハウを頭と体で学ぶ

約600の島々から成るパラオの
沿岸に広がるマングローブ。海
洋保護区が設けられ、漁業や観
光業が制限されている

潜水調査前に中村先生（左）と打ち合わせをする中谷さん。「沖縄のサン
ゴ礁も厳しい状態にある。大洋州に学び、取り組まなければならないことが
たくさんある」

パラオ国際サンゴ礁センターのゴル
ブーセンター長。「琉球大学との共同
研究を通じて、パラオの研究者の人
材育成にも力を入れたい」

協力隊員の山上さんは、センターに併設されている水族館での環境教
育、土産屋のレイアウトなどの改善に取り組む

残
念
な
が
ら
曇
天
。
限
り
な
く
続
く
空

は
、
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
い
つ

も
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
が
ま
ぶ
し
い
海

も
、
グ
レ
ー
が
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
沿
岸
近
く
で
さ
え
透
き
通
っ
た
海

の
先
に
は
、
サ
ン
ゴ
礁
が
見
え
た
。

　
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
コ
ロ
ー
ル
の
市

街
地
か
ら
車
を
走
ら
せ
、
海
辺
に
あ
る

「
パ
ラ
オ
国
際
サ
ン
ゴ
礁
セ
ン
タ
ー
」

へ
向
か
っ
た
。
入
り
口
に
は
、
パ
ラ
オ

の
国
旗
と
並
び
、
日
の
丸
が
海
風
に
な

び
い
て
い
る
。
２
０
０
１
年
に
日
本
の

協
力
で
建
設
さ
れ
た
、
大
洋
州
随
一
の

サ
ン
ゴ
礁
の
研
究
施
設
だ
。

　
建
物
の
脇
に
あ
る
船
着
場
で
、
１
台

の
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
で
い
る
人
た
ち

に
出
会
っ
た
。「
今
日
は
こ
れ
か
ら
、

潜
水
調
査
に
行
く
ん
で
す
よ
」。
そ
う

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
琉
球
大
学

理
学
部
の
中
村
崇
講
師
。
琉
球
大
学
が

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
立
ち
上
げ
た
研
究

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　「
パ
ラ
オ
は
世
界
で
も
有
数
の
サ
ン

ゴ
礁
の
生
態
系
が
豊
か
な
国
。
サ
ン
ゴ

礁
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
生
物
の
種
類

が
多
い
た
め
、
世
界
各
国
か
ら
ダ
イ
バ

ー
が
訪
れ
ま
す
。
で
も
近
年
、
そ
れ
が

崩
れ
つ
つ
あ
る
の
で
す
」と
中
村
先
生
。

ま
さ
に
、
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
沖

縄
。
そ
こ
で
パ
ラ
オ
と
協
力
し
、
そ
の

解
決
の
道
筋
を
探
る
こ
と
に
し
た
の

だ
。

　
ボ
ー
ト
を
少
し
走
ら
せ
る
と
、
小
さ

な
島
々
が
見
え
て
き
た
。
２
０
１
２
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
。
古
代
の
サ

ン
ゴ
礁
が
隆
起
し
て
で
き
た
島
の
群

れ
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
委
任
統
治

領
時
代
の
名
残
、
日
本
の
南
洋
庁
が
造

っ
た
「
新
水
道
」
も
残
っ
て
い
る
場
所

だ
。

　
一
つ
目
の
調
査
区
域
で
、
ボ
ー
ト
が

止
ま
っ
た
。
琉
球
大
学
の
研
究
員
、
河

井
崇
さ
ん
が
大
き
な
タ
ン
ク
を
取
り
出

し
、
海
底
６
メ
ー
ト
ル
か
ら
何
度
も
海

水
を
引
き
上
げ
て
い
く
。持
ち
帰
っ
て
、

海
水
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
や

状
態
を
調
べ
る
た
め
だ
。い
わ
ゆ
る〝
研

究
者
〞
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
け
離
れ
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
姿
。「
研
究
も

力
作
業
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。

　
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
機
材
を

身
に
着
け
て
潜
る
と
、
一
面
に
サ
ン
ゴ

礁
の
世
界
が
広
が
っ
た
。
研
究
チ
ー
ム

が
目
印
に
付
け
た
タ
グ
を
頼
り
に
、
状

態
を
確
認
し
な
が
ら
記
録
し
て
い
く
。

「
こ
れ
ま
で
何
百
と
い
う
ス
ポ
ッ
ト
を

潜
っ
て
、
パ
ラ
オ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
状
況

を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
要
な

15
カ
所
を
絞
り
こ
ん
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
、
中
村
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
灰
色
の
雲
が
ぐ

ん
ぐ
ん
こ
ち
ら
に
移
動
し
て
き
た
。
ザ

ー
ッ
と
雨
が
降
り
出
す
。
ス
コ
ー
ル
の

よ
う
だ
が
、一
向
に
や
む
気
配
が
な
い
。

「
海
の
中
の
ほ
う
が
温
か
い
か
ら
入
り

ま
し
ょ
う
」。
そ
う
促
さ
れ
て
ま
た
潜

る
と
、
海
底
に
は
鉄
の
太
い
管
が
延
び

て
い
た
。
少
し
進
ん
で
い
く
と
、
管
が

途
切
れ
、
そ
の
先
端
か
ら
何
か
が
噴
出

し
て
い
る
。
80
年
代
に
サ
ン
ゴ
礁
域
内

に
設
置
さ
れ
た
こ
の
下
水
排
水
口
。
近

年
、
観
光
客
の
急
増
に
よ
り
ホ
テ
ル
の

建
設
が
進
み
、
排
水
処
理
が
追
い
付
か

な
く
な
り
、
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　「
昔
は
も
っ
と
き
れ
い
に
サ
ン
ゴ
礁

が
広
が
っ
て
い
た
。
魚
の
数
も
種
類
も

減
っ
て
き
て
い
て
…
」

　
そ
ん
な
声
が
、
地
元
の
あ
ち
こ
ち
の

漁
師
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
昨
今

騒
が
れ
て
い
る
気
候
変
動
の
影
響
だ
ろ

う
か
。
台
風
の
襲
来
、
加
速
化
す
る
観

光
開
発
な
ど
が
折
り
重
な
り
、
海
の
中

も
何
か
が
〝
変
化
〞
し
て
い
る
。

　
サ
ン
ゴ
礁
は
魚
の
大
切
な
す
み
か
。

そ
し
て
、
島
の
誇
り
で
も
あ
る
。
自
給

自
足
の
生
活
を
続
け
る
彼
ら
に
と
っ
て

は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
は
必
須
。
パ
ラ

オ
は
い
ち
早
く
「
海
洋
保
護
区
」
を
設

け
て
、
州
ご
と
に
保
全
活
動
を
進
め
て

き
た
が
、
ま
だ
課
題
は
多
い
。

　
潜
水
調
査
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
、
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
す
ぐ
に
実
験
室
へ
。

こ
の
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
な

ん
と
も
ぜ
い
た
く
な
立
地
だ
。
採
取
し

た
サ
ン
ゴ
と
海
水
を
使
っ
て
、
実
験
室

で
の
生
物
測
定
が
始
ま
る
。

　「
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
海
水
中

の
酸
素
の
濃
度
を
測
り
ま
す
」

　
現
地
の
研
究
員
た
ち
に
英
語
で
説
明

し
て
い
る
の
は
、
琉
球
大
学
大
学
院
修

士
２
年
の
石
川
惠
さ
ん
。
中
村
先
生
の

研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
彼
女
は
、
自

身
の
研
究
も
兼
ね
て
パ
ラ
オ
を
訪
れ
て

い
た
。
こ
の
測
定
器
の
操
作
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
、
彼
女
が
パ
ラ
オ
の
研
究
者
向
け

に
英
語
で
作
っ
た
も
の
。
中
村
先
生
は

学
生
た
ち
に
も
積
極
的
に
パ
ラ
オ
で
の

研
究
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将

来
を
担
う
研
究
者
と
し
て
、
よ
り
成
長

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
石
川
さ
ん
の
説
明
を
う
な

ず
き
な
が
ら
聞
い
て
い
る
の
が
、
シ
ャ

ー
リ
ー
・
コ
シ
バ
さ
ん
。
ハ
ワ
イ
の
大

学
に
進
学
し
た
が
、
故
郷
の
自
然
を
守

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
の
研
究
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。「
実

は
、
沖
縄
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み
な
ど
、
参
考
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
パ
ラ
オ
に
も
取
り

入
れ
た
い
で
す
ね
」。
ま
だ
使
い
慣
れ

な
い
実
験
器
具
も
多
い
が
、
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
が
そ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。「
こ
れ
ま

で
何
人
も
の
日
本
人
が
こ
の
セ
ン
タ
ー

に
技
術
指
導
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
惜

し
み
な
く
自
分
た
ち
の
技
術
を
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
私
た
ち
も

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、

イ
ム
ナ
ン
・
ゴ
ル
ブ
ー
セ
ン
タ
ー
長
は

話
す
。

　
そ
ん
な
信
頼
関
係
は
、
10
年
以
上
の

時
を
超
え
て
築
か
れ
た
も
の
。
設
立
以

来
、
日
本
は
機
材
供
与
だ
け
で
な
く
、

サ
ン
ゴ
礁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法
な

ど
を
日
本
人
専
門
家
が
地
道
に
指
導
し

続
け
て
き
た
。
そ
の
一
人
、
中
谷
誠
治

さ
ん
は
、
今
も
現
地
で
日
本
人
専
門
家

と
し
て
共
同
研
究
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
存
在
。
パ
ラ
オ
で
国
際
協
力
に
携
わ

っ
て
約
６
年
。
現
地
の
文
化
も
、
パ
ラ

オ
国
際
サ
ン
ゴ
礁
セ
ン
タ
ー
の
課
題

も
、
全
て
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
を
支

え
て
い
る
。

　
２
階
に
上
が
る
と
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
の
山
上
裕
香
さ
ん
が
窓
一
面
に
海

が
望
め
る
部
屋
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ

て
い
た
。
画
面
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
魚

の
写
真
と
日
本
語
と
英
語
の
説
明
文
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
。「
水
族
館
に
設

置
す
る
た
め
の
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」。
そ
う
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
、水
族
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
せ
っ
か
く
な
の
で
、
山
上
さ
ん
に
水

族
館
を
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
海
の
す
ぐ
そ
ば
と
い
う
立
地
を
活

用
し
、
海
と
一
体
化
し
た
造
り
は
神
秘

的
。
で
も
開
館
以
来
、
来
館
者
数
は
伸

び
悩
ん
で
い
た
。「
知
識
が
な
い
人
で

も
海
の
生
物
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、

レ
イ
ア
ウ
ト
や
解
説
を
分
か
り
や
す
く

す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
得
意
分
野
だ
っ

た
の
で
、
私
が
案
を
作
る
か
ら
変
え
よ

う
！
と
提
案
し
た
ん
で
す
」。

　
山
上
さ
ん
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は

６
代
目
の
協
力
隊
員
。
水
族
館
を
活
用

し
て
環
境
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

お
う
と
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
案
内

役
を
務
め
る
こ
と
も
あ
る
。「
美
術
大

学
を
卒
業
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の
仕

事
に
就
い
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
世
界
を
見
た
い
と
思
っ
て
た
ど

り
着
い
た
の
が
協
力
隊
で
し
た
」。
魚

に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
図

鑑
を
見
た
り
し
な
が
ら
猛
勉
強
し
た
。

よ
り
海
の
こ
と
を
知
る
た
め
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
も
始
め
た
。

　
今
で
は
水
族
館
の
あ
ち
こ
ち
に
、
山

上
さ
ん
手
作
り
の
教
材
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
中
で
も
自
信
作
は
、
昨
年
帰
国
し

た
隊
員
と
一
緒
に
作
っ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

〝
リ
ゾ
ー
ト
〞
で
知
ら
れ
る

島
国
の
素
顔

研
究
人
材
を
育
て
る
た
め
の

人
づ
く
り

環
境
教
育
を
通
じ
て

住
民
を
巻
き
込
む

特集 大洋州 
島国の力

ル
形
式
で
ク
イ
ズ
に
答
え
ら
れ
る
視
聴

覚
教
材
。〝
魚
マ
ニ
ア
〞
で
な
い
と
答

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
多
い

が
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
も
の
だ
。

　
中
村
先
生
た
ち
の
研
究
も
、
こ
れ
か

ら
が
本
番
だ
。「
調
査
研
究
に
必
要
な

機
材
も
整
い
、
潜
水
調
査
の
デ
ー
タ
も

集
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ
の

分
析
を
進
め
、
パ
ラ
オ
の
サ
ン
ゴ
礁
を

守
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
国

の
政
策
を
現
地
の
人
た
ち
と
考
え
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。
パ
ラ
オ
の

国
民
に
対
す
る
環
境
意
識
調
査
も
実
施

中
。実
験
室
の
中
で
終
わ
ら
な
い
、人
々

の
実
生
活
に
役
立
つ
研
究
に
す
る
た
め

だ
。「
将
来
、
自
分
の
子
ど
も
を
パ
ラ

オ
に
連
れ
て
き
た
時
、
こ
の
国
の
環
境

保
全
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
こ
と
が

示
せ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
研
究
成

果
を
残
し
た
い
。
そ
の
経
験
を
、
さ
ら

に
沖
縄
に
も
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」。

　
パ
ラ
オ
と
沖
縄
の
将
来
を
見
据
え
た

研
究
が
、
大
洋
州
の
島
国
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。

特集 大洋州 
島国の力

サンゴ礁は私たちの財産

　　
青
い
空
、
青
い
海
。
パ
ラ
オ
と
い
え

ば
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
日
本
か
ら
も
直
行
便
が
飛
ぶ
島
国

は
、
屋
久
島
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
。
人

口
約
２
万
人
に
対
し
て
、
年
間
の
観
光

客
は
約
14
万
人
。
誰
も
が
認
め
る
人
気

の
観
光
地
だ
。

　
そ
の
パ
ラ
オ
に
向
か
っ
た
の
は
２
月

初
旬
、
東
京
で
数
セ
ン
チ
の
雪
が
積
も

っ
た
数
日
後
の
こ
と
。
飛
行
機
を
降
り

た
途
端
、
も
わ
っ
と
南
国
の
空
気
が
頬

を
な
で
る
。
日
本
か
ら
わ
ず
か
５
時
間

の
と
こ
ろ
に
あ
る
〝
楽
園
〞
だ
。

　
し
か
し
夜
が
明
け
る
と
、
こ
の
日
は

日本人にもリゾート地として人気の高いパラオ。
世界屈指の美しさを誇るサンゴ礁は、これまで多くの人 を々魅了してきた。

そんな貴重な島の財産を、自分たちの力で守っていきたい―。
日本と協力して保全活動を進める現場を訪れた。

Palau
from

パラオ

マルキョク

コロール島

写真（9 ページの水中写真を除く）＝鈴木革（写真家）

パラオ経済の中心地、
コロールにあるパラオ国
際サンゴ礁センター。
2001年に日本の協力
で設立され、大洋州の
サンゴ礁の研究拠点と
しての役割を担っている

パラオの2つの島をつなぐ橋は、
日本の協力で建設されたもの。
コバルトブルーの海の下には、多
種多様なサンゴ礁生物が生息し
ている。観光客の増加による経
済効果が期待される一方、環境
への配慮も必要だ
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　「
昔
は
も
っ
と
き
れ
い
な
場
所
だ
っ

た
の
に
…
」

　
約
１
０
０
０
も
の
島
々
か
ら
成
る
国

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
。
熱
帯
な
ら
で
は
の
美

し
い
景
観
が
広
が
る
中
、
特
に
こ
の
数

年
は
、
首
都
ホ
ニ
ア
ラ
で
そ
ん
な
声
が

あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
る
。

　
ま
さ
に
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
東
部
沿
岸
に
あ
る
ご
み
の
集
積
場

だ
。
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ご

み
は
、
酸
化
し
て
自
然
発
火
し
、
常
に

煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
状
態
。
私
た
ち

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
美
し
い
情
景
と
は
異

な
る
現
実
に
、ホ
ニ
ア
ラ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

テ
ィ
テ
ィ
ウ
ル
環
境
保
健
部
長
は
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
。

　
ご
み
問
題
に
は
、
地
元
の
人
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
関
係
し
て

い
る
。
輸
入
品
が
増
加
し
、
ご
み
の
多

く
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
。
時

間
が
た
て
ば
土
に
返
る
生
ご
み
と
は
違

い
、
分
解
さ
れ
に
く
く
〝
ご
み
〞
と
し

て
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
う
。
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
す
る
施
設
が
な
い
た
め
に
分

別
収
集
が
進
ま
ず
、
至
る
所
に
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
美
し
さ
を
取
り
戻

楽
園
の
島
を
脅
か
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
入
品

し
た
い
―
。
そ
ん
な
思
い
で
手
を
差
し

伸
べ
た
の
が
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活
動
支
援
協
会

（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）
理
事
の
小
川
雅
由
さ
ん
。

「
初
め
て
訪
れ
た
時
、
資
源
に
な
り
得

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
街
に
あ
ふ
れ

返
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
ご
み
の
総
排
出
量

す
ら
把
握
さ
れ
て
い
な
い
ホ
ニ
ア
ラ
。

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
の
岸
本
奈
都
子
さ
ん
は
市
職

員
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
ダ
ミ
レ
ア
さ
ん
と
共

に
、
ま
ず
は
１
０
０
０
カ
所
以
上
に
及

ぶ
ご
み
捨
て
場
を
視
察
。
収
集
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
市
民
の
ご
み
の
出
し
方
な
ど

を
徹
底
的
に
調
べ
た
。
す
る
と
、
そ
こ

に
は
や
は
り
、
大
量
の
放
置
さ
れ
た
ご

み
が
。「
な
ん
と
か
し
て
」
と
訴
え
る

特集 大洋州 
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市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
も
、
収
集
車

両
の
不
足
な
ど
が
原
因
で
回
収
し
き
れ

な
い
で
い
た
。

　
そ
こ
で
小
川
さ
ん
は
思
っ
た
。「
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｆ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
使
え
る
か

も
」
と
。
長
年
に
わ
た
り
、
西
宮
市
の

職
員
と
し
て
、
環
境
学
習
の
仕
組
み
づ

く
り
を
主
導
し
て
き
た
小
川
さ
ん
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
壊
滅
し
た
街
を

見
て
自
然
の
力
の
大
き
さ
を
感
じ
、
大

量
生
産
・
大
量
消
費
の
生
活
を
見
直
し

た
。
そ
こ
で
１
９
９
８
年
、
西
宮
市
の

呼
び
掛
け
で
市
民
と
企
業
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
が
誕
生
。「
ホ
ニ
ア

ラ
に
も
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
ご
み
問
題
に
挑
む
仕
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
」。
そ
う

し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が

「
ホ
ニ
ア
ラ
市
官
民
協
働

会
議
」
だ
。

　
そ
し
て
今
、
彼
ら
が
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

「
ニ
ュ
ー
３
Ｒ
」
普
及
に

向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り

だ
。
ニ
ュ
ー
３
Ｒ
と
は
、

今
や
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
３
Ｒ
※
の
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
「
リ
タ
ー

ン
」
に
替
え
、
資
源
を
再

資
源
化
で
き
る
国
へ
の
逆
輸
出
を
目
指

す
も
の
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
リ
サ
イ

ク
ル
産
業
が
広
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
ま
ず
分
別
収
集
体
制
を
確
立
し
、

輸
入
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
輸
出
国

に
返
す
こ
と
を
目
標
に
し
た
の
だ
。

　
小
川
さ
ん
た
ち
が
参
考
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
、
日
本
の

自
治
体
の
経
験
だ
。
２
０
０
３
年
に
環

境
学
習
都
市
宣
言
を
し
た
西
宮
市
は
、

行
動
憲
章
に
基
づ
き
、
市
民
の
環
境
学

習
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
大
洋
州

の
環
境
分
野
の
行
政
職
員
を
研
修
員

と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
。
市
内
の

清
掃
工
場
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
、
小
学

校
の
環
境
教
育
の
授
業
な
ど
の
視
察
を

通
じ
て
、
日
本
の
廃
棄
物
処
理
の
仕

環
境
学
習
都
市
・

西
宮
市
の
経
験
を

生
か
し
た
い

組
み
や
環
境
教
育
の
経
験
を
伝
え
て

い
る
。

　
ホ
ニ
ア
ラ
の
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ル
さ
ん
と

ダ
ミ
レ
ア
さ
ん
も
、
日
本
で
の
研
修
で

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
帰
っ
て
き
た
。

「
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な
い
日
本
の
街

並
み
は
、
ご
み
拾
い
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

徹
底
な
ど
市
民
一
人
一
人
の
努
力
に
よ

っ
て
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
」。
そ
し
て
今
、
日
本
で
学
ん
だ

こ
と
を
ホ
ニ
ア
ラ
の
ご
み
問
題
の
解
決

に
生
か
そ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
小
川
さ
ん
は
「
近
代
化
し
た

日
本
に
も
矛
盾
が
あ
る
」と
指
摘
す
る
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
が
進
む
一
方
で
、

原
材
料
の
生
産
、
製
造
加
工
、
流
通
、

販
売
、
消
費
、
資
源
回
収
、
再
生
品
化
、

消
費
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
維
持
で
き

て
い
な
い
。
日
本
と
同
じ
方
法
で
は
な

く
、
ソ
ロ
モ
ン
に
合
っ
た
や
り
方
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
輸
出
入
す
る
国
々

と
の
歩
み
寄
り
が
必
要
な
ニ
ュ
ー
３

Ｒ
。
長
い
道
の
り
だ
が
、
市
民
一
人
一

人
が
ま
ず
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
し
、

こ
れ
ま
で
廃
棄
し
て
い
た
ご
み
が
〝
資

源
〞
に
な
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
大

切
だ
。

　
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
３
Ｒ
を
根
付
か
せ
る

た
め
の
一
歩
に
な
る
と
信
じ
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
は
現
地
の
人
た
ち
と
共
に
挑
戦
を
続

け
て
い
る
。

自
治
体
の
経
験
で

島
を
き
れ
い
に

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
増
加
な
ど
が
原
因
で
、

ご
み
が
増
え
続
け
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
首
都
ホ
ニ
ア
ラ
。

今
必
要
な
の
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
解
決
に
挑
む
こ
と
―
。

そ
の
取
り
組
み
に
、
日
本
の
経
験
が
生
き
て
い
る
。

「右］「ホニアラ市官民協働会議」の前座
となる顔合わせ会を2014年11月に実
施。西宮市のエココミュニティー会議を参
考に、市民、企業、行政が一体となった取
り組みを目指している
［左］ニュー3Rについて説明する小川さん

ホニアラにあるごみ集積場。鼻を
つく悪臭の中で、地元の人々はリ
サイクルできる缶などを探している

※
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
ら
す
、リ
ユ
ー
ス
＝
再
利
用
、リ
サ

イ
ク
ル
＝
再
資
源
化
の
略
称
。

ファタイ市長は政策の柱として
廃棄物問題改善を掲げ、現場の
視察にも積極的だ

Solomon
Islands

from ソロモン諸島

「日本の経験が役立つなら」と、プロジェクトメンバーの一員として西宮市の企業が
廃棄物処理に関する技術やごみ収集車両の仕組みを伝えている

ホニアラ

岸本さんとごみの収集ポイントを回り、膨大なデータを集めるダミレアさん。日本の小
学校の視察を機に、「子どもたちへの環境教育に力を入れたい」と意気込む
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カ
チ
ッ
。

　
新
し
く
設
置
さ
れ
た
発
電
装
置
に
電

源
が
入
っ
た
。
運
転
状
況
に
問
題
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
、
み
ん
な
安
堵
の

表
情
を
浮
か
べ
る
。
ト
ン
ガ
初
の
「
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用

が
、
間
も
な
く
始
ま
る
。

　
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
、
ト
ン
ガ

で
は
、人
口
約
10
万
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、

農
業
や
漁
業
で
生
計
を
立
て
る
生
活
。

美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
や
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

に
魅
せ
ら
れ
、
近
年
は
外
国
人
観
光
客

も
多
く
訪
れ
て
い
る
。

　
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
心
豊
か
な

生
活
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
大
洋

州
だ
が
、
あ
る
共
通
の
課
題
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
だ
。
多

く
の
国
が
電
力
の
ほ
と
ん
ど
を
化
石
燃

料
に
よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
で
賄
っ
て

き
た
が
、
輸
送
に
か
か
る
費
用
な
ど
が

高
く
つ
き
、
国
の
財
政
の
大
き
な
負
担

に
。
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
排
出
量

が
多
い
た
め
環
境
へ
の
影
響
も
心
配

だ
。

　
そ
こ
で
ト
ン
ガ
で
は
今
、
新
た
な
挑

戦
を
進
め
て
い
る
。
太
陽
光
や
風
力
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
の
だ
。
目
標
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
電
力
供
給
の
50
％
を
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
る
こ
と
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
２
０
１
３
年
か
ら
日
本
と

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

だ
。

　
こ
れ
は
、
C
O
2
排
出
量
の
少
な
い

発
電
施
設
や
蓄
電
装
置
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
。
小
規
模
に
収
ま
る
シ
ス

テ
ム
で
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

調
整
し
な
が
ら
安
定
的
に
電
力
を
供
給

で
き
る
。
日
本
で
は
す
で
に
九
州
の
離

南
の
島
の
楽
園
に
潜
む

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

島
な
ど
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
ト
ン
ガ
の

人
口
の
７
割
が
暮
ら
す
ト
ン
ガ
タ
プ
島

で
そ
の
技
術
を
試
し
て
み
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
現
場
で
支
え
て
き

た
の
が
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

株
式
会
社
の
佐
藤
秀
一
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
ス
リ
ラ
ン
カ
や
ペ
ル
ー
な
ど
で
太
陽
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光
発
電
の
導
入
を
支
援
し
て
き
た
電
力

分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
佐

藤
さ
ん
は
現
地
の
人
た
ち
と
共
に
調
査

を
行
い
、
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発

電
施
設
、
出
力
変
動
を
吸
収
・
制
御
す

る
装
置
な
ど
を
設
置
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
協
力
で
整
備
さ
れ
た

１
・
32
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
施

設
も
組
み
合
わ
せ
、
電
力
供
給
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
の
２
年
、
現
場
と
家
を
往
復
す
る

毎
日
だ
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
技
術
指
導

の
際
に
は
、言
葉
や
文
章
だ
け
で
な
く
、

な
る
べ
く
現
場
で
設
備
に
触
れ
な
が

ら
、
直
接
操
作
方
法
な
ど
を
伝
え
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
稼
働
後
も
問

題
な
く
運
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
法
や

維
持
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
に
は
特
に

力
を
込
め
る
。「
電
力
の
品
質
を
維
持

す
る
た
め
に
今
回
の
シ
ス
テ
ム
が
な
ぜ

必
要
な
の
か
、
現
場
で
の
学
び
を
通
じ

て
少
し
ず
つ
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
」。
佐
藤
さ
ん
の
熱
意
あ
る
指

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

促
進
に
つ
な
げ
た
い

導
に
、
現
地
の
人
た
ち
も
懸
命
に
応
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
努
力
が
実
り
、
今
年
に
入
っ

て
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
必
要
な

機
器
の
据
え
付
け
や
ケ
ー
ブ
ル
の
接

続
な
ど
は
全
て
順
調
に
終
了
。
春
の
運

用
開
始
を
目
指
し
て
、
機
器
単
体
の
試

運
転
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
全
体
の
総
合

試
験
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。「
う
ま
く
稼
動
す
れ
ば
、

今
ま
で
の
苦
労
も
消
え
る
ほ
ど
の
達
成

感
を
味
わ
え
る
は
ず
」
と
、
一
致
団
結

し
て
追
い
込
み
を
か
け
る
。

　
多
く
の
島
国
で
導
入
が
進
め
ら
れ
て

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
そ

こ
に
も
「
問
題
点
は
あ
る
」
と
佐
藤
さ

ん
は
指
摘
す
る
。「
自
然
条
件
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
電
力
供
給

が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
大
量
導
入
し
た
場
合
、
電
力
系
統
の

周
波
数
の
変
動
が
激
し
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
電
力
の
品
質
維
持
に
も
よ
り

気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

だ
か
ら
こ
そ
、
大
洋
州
初
の
今
回
の
取

り
組
み
は
、
他
国
か
ら
の
注
目
度
も
高

い
。
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
が

大
洋
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
の

カ
ギ
と
な
る
か
、
そ
の
是
非
が
試
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　
世
界
全
体
で
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

機
運
が
高
ま
る
中
、
ま
さ
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
大

洋
州
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
、
ト
ン
ガ

で
新
し
い
光
が
人
々
に
届
け
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
へ

マイクログリッドシステムの試運転に立ち会う佐藤さん（左から2人目）

島
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
。

そ
れ
が
、
全
て
の
人
に
確
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
こ
と
。

そ
こ
で
今
、
ト
ン
ガ
が
目
指
し
て
い
る
の
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電
力
の
安
定
供
給
だ
。

太陽光パネルの配線状況を現地の作業員と共に確認しながら試運転

各地域に効率よく送電するた
めに必要な変圧器の役割を果
たすトランス盤を設置

新たにバイニ地区に設置された
太陽光発電施設

ポプア発電所にあるディーゼル
燃料タンク。ここから島全域に
電力を供給している

Tonga
from

トンガ

ヌクアロファ

あ
ん
ど
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小型のディーゼル発電機を使って燃料消費率
を計測

ディーゼル発電の
効率化を図る！
　離島が多い地域は、島ごとに発電所を
設置し、必要な電力を賄わなければなり
ません。そこで活躍するのが、建設費が
安く、運転や維持管理が簡単なディーゼ
ル発電機ですが、発電コストがかかること
が問題です。再生可能エネルギーへの
転換も進められていますが、こちらも大規
模な施設の建設が必要。そこで沖縄で
取り入れられた手法が、ディーゼル発電
機を効率良く、燃料消費量が最小となる
ように出力配分を行う「経済負荷配分」。
そのノウハウを大洋州にも広めようと、
JICAと共に研修を立ち上げました。
　研修は約1カ月。大洋州の電力公社
や関係省庁の職員らに、沖縄の離島の
発電所を視察してもらったり、発電機の
出力配分の計算方法を学んでもらったり
しています。本当にコスト削減できるのか
最初は半信半疑の研修員も、視察を通
じて次第に興味を示すようになり、帰国

するころには「早く自国で試してみたい」
との声も。フィジーやキリバスの研修員か
らは、沖縄で学んだ技術を活用して燃料
削減に成功したとの報告を受け、大きな
達成感を味わいました。今後も沖縄と同
じような地域特性を持つ国々に対して技
術やノウハウを活用できればと考えてい
ます。

自分たちで維持管理　　　  できる太陽光発電を！
　輸入燃料を使ったディーゼル発電へ
の依存度が高いソロモン諸島では、一刻
も早い新たな発電システムの導入が望
まれていました。そこで沖縄でも活躍して
いる太陽光発電をソロモン諸島に適応
した形に改良しようと、現地の電力公社
と協力して取り組みを進めています。
　太陽光発電による電力を家庭などで
使用するために変換する「パワーコンデ
ィショナー」と呼ばれる装置は、メーカーの

受注生産が一般的ですが、小さな島国
では対応できるメーカーを探すのが難し
いのが現実です。そこで、市販の小型の
ものを複数台組み合わせ、持続的に運
用・維持管理できるよう模索しています。
故障した場合は、メーカーの技術者を国
外から呼ばなくても、国内の技術者の手
で迅速な復旧が可能になるため、コスト
削減やシステムの効率化を図ることがで
きます。

　設置工事に加えて、現地での研修に
も力を入れています。沖縄とソロモン諸
国は以前から漁業を通じて交流があった
こともあり、お互いの国の事情をよく知っ
ています。そのためコミュニケーションが
取りやすく、スムーズに新しい事業に対
する理解を深めてもらうことができました。
こうした取り組みを通じて、私たちのよう
な中小企業の海外展開の足掛かりをつ
くっていきたいです。

本島から約100キロ離れた久米島の発電所を見学。沖縄の離島では
全てのディーゼル発電所で経済負荷配分の手法が導入されている

太陽光発電の仕組みについて説明する池原さん（右から2人目）

太陽光パネルには、耐風性を強化するために傾斜角を小さくするなどサイクロン対策も施されている の知見を生かしてできること
大小160の島々から成る沖縄県は

大洋州諸国と共通の課題を抱え、乗り越えてきた経験を持つ。
そんな沖縄の企業だからこそできる、エネルギー分野の国際協力を紹介！

株式会社沖縄エネテック　

島袋 正則さん

有限会社沖縄小堀電機

池原 薫さん

沖縄では現在5基が稼働。支柱を倒し、風車を
地面に固定させて暴風から守る

台風にも負けない
風力発電を！
　沖縄は化石燃料からの脱却を目指し
て、再生可能エネルギーを積極的に導入
してきました。その一つが風力発電です
が、夏から秋にかけて頻発する台風によっ
て設備が破損してしまうことが、悩みの種
となっていました。そこで私たちが改良した
のが、台風の際に支柱を倒すことで暴風
被害を防ぐことができる「可倒式風力発
電」です。トンガはまさに沖縄に似た自然
環境にあるため、昨年からこの技術の導
入を目指した広報活動を始めました。
　現地では電力公社や関係省庁を訪問
して可倒式風力発電の利点を説明した
り、建設に向けた調査や候補地の視察を
行いました。その際、私たちが泊まってい
た宿には太陽光で機能する温水器しかあ
りませんでした。ちょうど真冬で、夜は冷水
でシャワーを浴びなければならず、カルチャ
ーショックを受けたと同時に、自然に優し
い風力発電で人々の生活を豊かにしたい

との思いが一層強くなりました。
　トンガでの導入を実現させ、さらに他の
大洋州の国々に広めていくことで、温室
効果ガスの削減や電力インフラの整備
にも貢献できるはずです。沖縄にとって
も、さらなる国際貢献や中小企業の海外
展開につながる意義のある取り組みだと
感じています。

トンガの公営企業省で、模型を見せながら広報活動。現地の人たちも導
入に向けて意欲的だ

株式会社プログレッシブエナジー　

新里 直敏さん

特集 大洋州
島国の力

沖縄
from

島



　
富
士
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
日
本
中
が
湧
い
た
２
０
１
３
年
。
こ

の
年
、
日
本
か
ら
約
７
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た

大
洋
州
の
島
国
で
も
、
同
じ
く
歓
喜
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
フ
ィ
ジ
ー
の
古
都
レ
ブ
カ

が
、
こ
の
国
で
初
め
て
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
だ
。
町
全
体
と
し
て
の
登
録
は
、

オ
セ
ア
ニ
ア
で
も
初
だ
。

　「
レ
ブ
カ
に
残
る
主
な
歴
史
的
建
築
物
は
、

１
８
６
０
年
代
か
ら
１
９
２
０
年
代
ま
で
の

各
時
期
の
繁
栄
を
示
す
貴
重
な
も
の
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
山
徳
明
教
授
だ
。
西
山

教
授
が
初
め
て
レ
ブ
カ
を
訪
れ
た
の
は
２
０

０
３
年
。「
歴
史
的
な
価
値
と
、
住
民
が
住
み

続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
み
出
さ
れ
る
〝
生

き
た
遺
産
〞
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
い
た
」
と

い
う
。
語
り
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を
後
世
に

残
す
こ
と
を
目
指
し
た
住
民
組
織
「
レ
ブ
カ

遺
産
委
員
会
」
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ブ
ソ
ン
会

長
か
ら
地
域
の
人
々
の
手
で
そ
の
景
観
を
守

っ
て
き
た
努
力
を
聞
き
、
さ
ら
に
感
銘
を
受

け
た
。

　
レ
ブ
カ
は
、
フ
ィ
ジ
ー
の
玄
関
口
で
も
あ

る
国
際
空
港
ナ
ン
デ
ィ
か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ
機

を
２
度
乗
り
継
い
だ
先
に
あ
る
オ
バ
ラ
ウ
島

東
岸
の
都
市
。
19
世
紀
初
頭
か
ら
南
太
平
洋

広
域
の
中
心
地
と
し
て
欧
米
の
商
人
や
宣
教

師
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
英
国
領
下
で
は

最
初
の
首
都
と
し
て
栄
え
た
。
１
８
８
２
年

に
現
在
の
首
都
で
あ
る
ス
バ
へ
遷
都
後
、
経

済
は
低
迷
し
た
が
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
で
彩

ら
れ
た
木
造
・
ト
タ
ン
屋
根
の
邸
宅
群
が
海

を
向
い
て
並
ん
で
い
る
姿
が
、
当
時
の
繁
栄

を
物
語
っ
て
い
る
。

　「
日
本
で
は
他
の
自
治
体
と
情
報
共
有
が
し

や
す
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
政
府
の
保
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
南
太
平
洋

の
離
れ
小
島
で
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
遺
産
保

護
を
展
開
し
続
け
る
の
は
過
酷
。
日
本
の
経

験
を
生
か
し
て
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
」。募
る
思
い
を
胸
に
、西
山
教
授
は
、

遺
産
家
屋
の
居
住
者
に
関
す
る
調
査
や
遺
産

保
護
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
を
伝
え
る
な
ど

の
協
力
を
続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
い
ま
だ
、
遺
産
保
護
に
関
す
る
経

験
が
乏
し
い
フ
ィ
ジ
ー
。
数
年
内
に
は
、
外

資
系
企
業
の
進
出
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の

圧
迫
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
ご
み
問
題
な

ど
に
よ
り
、
現
在
の
穏
や
か
な
住
民
生
活
の

存
続
が
妨
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ

で
西
山
教
授
ら
は
、
目
前
に
迫
っ
た
危
機
か

ら
地
域
を
守
る
た
め
、
２
０
１
４
年
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
基
盤
と
し
た
遺
産
管
理
と

観
光
開
発
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
支
援

を
本
格
始
動
し
た
。　

　「
目
指
す
の
は
、〝
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〞

構
想
で
す
」
と
言
う
の
は
、
八
百
板
季
穂
特

任
准
教
授
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
「
エ

コ
ロ
ジ
ー
」
と
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
造
語
で
、

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
や
文
化
、

生
活
様
式
を
含
め
た
環
境
全
て
を
、
地
域
住

民
の
参
加
に
よ
っ
て
保
存
し
て
い
こ
う
と
す

る
概
念
。
山
口
県
の「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」

や
沖
縄
県
の
竹
富
島
な
ど
、
か
つ
て
西
山
教

授
が
携
わ
っ
た
生
き
た
遺
産
を
守
り
な
が
ら

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

孤
立
し
た
離
れ
小
島
を
救
う

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
経
験

オ
セ
ア
ニ
ア
初
の
世
界
遺
産

レ
ブ
カ
の
町
並
み
を
守
る

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
時
、
教
育
文

化
局
か
ら
「
レ
ブ
カ
だ
け
で
な
く
、
オ
バ
ラ

ウ
島
内
の
村
全
て
に
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
を
広
め
ら
れ
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
っ
た
。

島
内
に
は
、
地
理
的
要
因
か
ら
西
洋
人
の
手

が
入
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
生
活
が
そ
の
ま
ま

残
る
26
の
集
落
が
あ
る
。
西
山
教
授
は
「
オ

バ
ラ
ウ
島
全
体
が
フ
ィ
ジ
ー
の
聖
地
に
な
り

得
る
」
と
考
え
た
。
地
域
の
人
々
の
誇
り
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
、
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は
島
全
体
を
対
象
に
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
観
光
協
会
や
住
民
組
織
な
ど
に

聞
き
取
り
調
査
を
続
け
る
中
、
み
ん
な
の
考

え
は
ば
ら
ば
ら
。
そ
こ
で
、
八
百
板
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
島
の
将
来
像
を
共
有

し
て
も
ら
お
う
と
、
政
府
高
官
か
ら
村
の
観

光
協
会
メ
ン
バ
ー
ま
で
一
人
一
人
に
会
っ
て

構
想
を
説
明
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人

た
ち
を
集
め
て
会
合
を
実
施
。
地
域
全
体
を

観
光
地
と
し
て
捉
え
、
そ
の
価
値
を
再
発
見

し
、
住
民
の
視
点
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
る
フ
ィ
ジ
ー
初
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
。
一
体
感
を
生
み

出
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
八
百
板
さ
ん

は
「
地
域
の
人
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
、
外

部
資
本
に
も
負
け
な
い
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

必
須
条
件
」
と
、〝
人
の
環
〞
を
つ
く
る
支
援

を
心
掛
け
て
い
る
。

　
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
平
和
な
暮
ら

し
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
の
挑
戦
は
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。

レブカ遺産委員会ギブソン会長（右から2人目）
らと、まちづくりの構想について議論

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

生きた遺産を守るまちづくり

住民の手で守られてきた美しい町並み。オセアニアとヨーロッパの文化交流、植民都市の歴史が感じられる

［上］住民と開催したワークショップでは、地域の1年間の行事などを記した
「フェノロジーカレンダー」を製作
［下］フィジーで出会った子どもたち。彼らが自分たちの故郷に誇りを持てる
ようなまちづくりを進める

北海道大学国立大学法人

世界遺産の誕生を受けて、観光客の増加が見込まれるフィジー。
住民が取り組む新たなまちづくりに生かされているのが、日本の観光開発の手法だ。

フィジー

スバ

レブカ
オバラウ島

レブカでは“ヘリテージツアー”と称して、遺産をめぐるツアーを実施中
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JICA 
Volunteer  

Story

退
職
後
に
そ
の
夢
を
か
な
え
、
派
遣
さ
れ
た
の
は
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
だ
っ
た
。
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
え
知
ら
な
い
国
。
で

も
す
ぐ
に
、
不
安
は
吹
き
飛
ん
だ
。
み
ん
な
親
日
で
親
切
。
子

ど
も
た
ち
は
地
域
で
守
ら
れ
て
育
ち
、
日
本
で
は
失
わ
れ
が
ち

な
絆
が
残
っ
て
い
た
。
一
方
、
輸
入
品
の
増
加
に
伴
い
、
地
産

地
消
の
伝
統
的
な
生
活
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
実
も
。
砂
糖
の

多
い
炭
酸
飲
料
や
肉
類
、
ラ
ー
メ
ン
、
コ
メ
な
ど
が
中
心
の
食

生
活
に
な
り
、
死
因
の
約
７
、
８
割
は
糖
尿
病
や
心
疾
患
、
脳

卒
中
、
が
ん
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る

病
気
だ
。

森
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
に

あ
る
農
畜
産
・
水
産
・
食
料
栄
養
分
野
の
研
究
・
普
及
機
関
「
ラ

ン
ド
グ
ラ
ン
ト
計
画
共
同
研
究
部
門
」。
食
料
栄
養
部
門
の
ス

タ
ッ
フ
２
人
と
共
に
、
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
栄
養
改
善

に
関
す
る
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ま
ず
現
地
の
食
文
化
を
知
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
」。
長
年
の
病
院
勤
務
の
経
験
か
ら
そ

う
考
え
た
森
さ
ん
は
、
配
属
先
の
ス
タ
ッ
フ
に
積
極
的
に
話
し

か
け
、
泊
ま
り
が
け
で
親
交
を
深
め
た
り
、
公
私
と
も
に
長
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　「
レ
シ
ピ
本
を
出
し
た
ら
ど
う
か
な
」。
赴
任
か
ら
３
カ
月
が

た
っ
た
こ
ろ
、
森
さ
ん
は
活
動
先
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た
。
20

年
以
上
、
栄
養
改
善
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
ウ
ェ
ル
シ
ー
タ

ー
・
ハ
ッ
ケ
ル
マ
イ
さ
ん
が
、
健
康
的
な
食
生
活
を
テ
ー
マ
に
、

レ
シ
ピ
を
書
き
た
め
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
だ
。「
彼
女

の
頭
の
中
に
は
人
々
に
伝
え
た
い
レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
栄
養
士
の
資
格
も
な
け
れ
ば
レ
シ
ピ
を
紹
介
す

る
方
法
や
手
順
も
分
か
ら
ず
、
な
か
な
か
一
歩
が
踏
み
出
せ
な

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
経
験
を

海
外
で
生
か
す

か
っ
た
よ
う
で
す
」。

　
こ
の
レ
シ
ピ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
し
か
し
、
本
を
読

む
習
慣
の
な
い
こ
の
国
で
は
、
レ
シ
ピ
本
を
作
っ
て
も
読
ん
で

も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、「
誰
も
が
毎
日
見
る

カ
レ
ン
ダ
ー
に
レ
シ
ピ
を
載
せ
て
は
」
と
、〝
レ
シ
ピ
カ
レ
ン

ダ
ー
〞を
出
す
計
画
を
提
案
。
同
僚
た
ち
も「
そ
れ
、や
ろ
う
！
」

と
二
つ
返
事
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
掲
載
す
る
の
は
、
空
芯
菜
や
バ
ナ
ナ
の
花
な
ど
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
。
調
味
料
の
分
量
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
試
作
品
が
完
成
し
た
。
特
に
オ
ス
ス
メ
な
の
は
パ
ン
の
実
を

使
っ
た
サ
ラ
ダ
。
出
来
上
が
っ
た
12
の
料
理
は
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
ス
カ
ー
フ
な
ど
で
飾
り
、
写
真
が
得
意
な
青
年
海
外
協
力

隊
員
に
撮
影
を
依
頼
。
英
語
と
現
地
語
を
併
記
し
た
調
理
方
法

と
栄
養
成
分
表
も
付
け
た
。
約
１
年
か
け
て
完
成
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
は
地
方
の
診
療
所
や
病
院
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
貼
ら
れ
、
そ

れ
を
見
た
住
民
か
ら
「
お
金
を
払
う
か
ら
家
に
も
飾
り
た
い
」

と
の
声
も
。
増
刷
す
る
ほ
ど
好
評
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
森
さ
ん
は
野
菜
の
消
費
拡
大
を
テ
ー
マ
に
、
配
属
先

の
農
業
改
良
普
及
員
と
周
辺
地
域
に
出
か
け
、
野
菜
の
栽
培
方

法
に
つ
い
て
の
講
義
と
そ
の
野
菜
を
使
っ
た
調
理
実
習
を
実

施
。
庭
で
採
れ
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
を
摂
取
で
き
、
家
計
も
節
約
で
き
る
と
い
う〝
一
石
二
鳥
〞

が
う
た
い
文
句
だ
。
ま
た
、
減
量
を
テ
ー
マ
に
、
生
活
習
慣
に

関
す
る
講
義
や
調
理
実
習
も
続
け
て
い
る
。

　
最
初
の
こ
ろ
は
森
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
い
た
同
僚
の
ロ
サ

リ
ン
ダ
・
シ
ル
バ
ニ
ア
ー
ス
さ
ん
だ
が
、
最
近
は
仕
事
に
対
す

る
姿
勢
が
変
わ
っ
て
き
た
。「
ミ
ツ
コ
さ
ん
の
講
義
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
私
も
や
り
方
が
分
か
っ
て
き
た
」
と
、
地
元
の
人

も
な
じ
み
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
用
い
て
話
す
な
ど
工
夫
を
加

え
、
説
得
力
の
あ
る
講
義
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

彼
女
た
ち
の
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
を
見
る
の
が
、
森
さ
ん
に
と
っ

て
一
番
の
喜
び
だ
。

滋
賀
県
の
総
合
病
院
で
働
い
て
い
た
森
光
子
さ
ん
が
、
初
め

て
海
外
で
働
く
こ
と
を
意
識
し
た
の
は
12
年
前
。
県
の
栄
養
士

会
の
雑
誌
で
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
南
米
ウ
ル

グ
ア
イ
で
健
康
指
導
に
奔
走
す
る
日
本
人
栄
養
士
の
活
躍
を
知

っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
約
40
年
間
、
栄
養
士
と
し
て
患

者
の
栄
養
管
理
や
看
護
学
生
の
指
導
な
ど
に
当
た
っ
て
き
た
森

さ
ん
は
、「
第
二
の
人
生
は
、
自
分
の
経
験
を
海
外
で
生
か
し

た
い
」
と
感
じ
た
。

1952年滋賀県出身。短期大学
を卒業後、管理栄養士として病院
に勤務。2013年10月からシニア
海外ボランティア（栄養士）として
ミクロネシア連邦で活動中。

PROFILE

a.二人三脚で活動を共にしてきたロサリンダさん（中央）、ウェルシーターさん（左）らが作ったレシピカレンダー
b.小学校の子どもたちに向けた栄養指導を行う森さん。深刻な肥満児童の問題を解決するため正しい生活習慣の講義に力を入れる
c.日本の病院での指導経験豊富な森さんを見て、調理実習の講義を買って出るようになってくれたウェルシーターさん
d.バランス食、マイプレートをテーマに作成した教材。「最終的には現地スタッフの力で、効果的な教材を作ってもらうことが目的」と森さん

b a

「
移
り
変
わ
る
食
生
活
に
野
菜
の
力
を
」

日
本
の
病
院
で
、
長
年
に
わ
た
り
患
者
の
栄
養
管
理
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た
森
光
子
さ
ん
。

退
職
後
、
第
２
の
人
生
に
選
ん
だ
の
は
、
日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
で
の
栄
養
改
善
の
活
動
だ
。

地
元
野
菜
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
調
理
実
習

首都から150キロ離れた離島で調理実習をしながら栄養指導。ココナツ、かぼちゃの芽、パパイヤなど、地元野菜を使
った料理が人気だ

cc
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世界地図でバヌアツの場所を説明する浦さん

市
立
第
二
中
学
校
の
３
年
生
だ
。

　
次
の
瞬
間
、
目
の
前
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
面

が
パ
ッ
と
切
り
替
わ
っ
た
。
映
し
出
さ
れ
た
の

は
世
界
地
図
。
矢
印
が
指
し
て
い
る
の
が
、
南

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
バ
ヌ
ア
ツ
だ
。「
バ
ヌ
ア
ツ
？
」

「
聞
い
た
こ
と
な
い
な
あ
」。
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で
、

教
室
が
ざ
わ
つ
い
た
。

　
バ
ヌ
ア
ツ
は
、
浦
さ
ん
が
２
年
間
協
力
隊
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
国
。
今
日
の
授
業
の
テ

ー
マ
は
、
そ
の
経
験
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん

だ
〝
島
国
で
の
生
活
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
だ
。

　
こ
の
授
業
を
企
画
し
た
の
は
、
３
年
生
の
社

会
科
担
当
の
齋
藤
梨
香
先
生
。
昨
年
、
市
の
研

修
で
浦
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
授
業
に
参
加
し

て
、「
ぜ
ひ
自
分
の
生
徒
に
も
聞
か
せ
た
い
！
」

と
思
っ
た
と
い
う
。「
私
た
ち
も
国
際
理
解
の

授
業
の
た
め
に
情
報
収
集
を
す
る
の
で
す
が
、

現
地
で
生
活
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
だ
方
の
話
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
」。
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
持
た
な
い
授
業
。

高
校
受
験
を
直
前
に
控
え
た
こ
の
時
期
、
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
だ
。

　
ス
ラ
イ
ド
と
共
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
バ
ヌ

ア
ツ
で
の
〝
お
も
し
ろ
話
〞。
現
地
の
人
が
コ

ウ
モ
リ
を
食
べ
る
こ
と
を
知
り
驚
い
て
い
た
ら
、

逆
に
、
タ
コ
を
食
べ
て
い
る
と
現
地
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
、
口
を
聞
い
て
も

ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。「
日
本
と
〝
違
う
〞
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、〝
面
白
い
〞
と
感
じ
ま
し

た
」。
ど
ん
な
文
化
で
も
、
受
け
入
れ
、
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
―
。
浦
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

み
ん
な
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

次
は
、
浦
さ
ん
か
ら
の
質
問
タ
イ
ム
だ
。「
あ

な
た
は
釣
り
の
名
人
で
、
釣
り
を
し
な
が
ら
世

界
を
旅
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
川
沿
い
の
村

に
行
く
と
、
村
人
が
食
べ
物
に
困
っ
て
い
ま
し

た
」。
生
徒
た
ち
の
表
情
が
、
き
ゅ
っ
と
引
き
締

ま
る
。「
滞
在
で
き
る
の
は
数
日
だ
け
。
あ
な
た

に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
」。
少
し
の
沈
黙
の
後
、
数
人
か
ら
手
が
挙
が

っ
た
。「
釣
り
竿
を
一
緒
に
作
る
」「
釣
り
の
仕

方
を
教
え
る
」。
ど
の
答
え
も
、
何
か
物
を
渡
す

の
で
は
な
く
、「
一
緒
に
学
び
、
や
っ
て
み
る
」

と
い
う
方
法
だ
っ
た
。

「
そ
の
通
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
魚
を
与
え

て
１
日
を
養
っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
漁
法

を
伝
え
て
一
生
を
養
う
方
法
を
伝
え
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
」。

次
は
、
隊
員
時
代
に
抱
え
て
い
た
葛
藤
の
話

に
。
浦
さ
ん
が
バ
ヌ
ア
ツ
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、

現
地
の
学
校
で
の
体
育
教
育
の
普
及
。
で
も
現

地
の
先
生
た
ち
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
は
遠
く
か

ら
歩
い
て
学
校
に
通
っ
て
き
て
い
る
し
、
僕
た

ち
に
は
体
育
な
ん
て
必
要
じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
話
に
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
生
徒
た

見
知
ら
ぬ
大
洋
州
で

出
会
っ
た
人
た
ち

変
わ
る
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と

ど
っ
ち
が
幸
せ
？

浦さんが授業のスライドで使った写真。生き生きとした現地の人たちの表情に、生徒たちは釘付けになっていた

教室の後ろに並べられた
地球儀。齋藤先生が「世
界を身近に感じられる授
業にしたい」と工夫した

みんなの熱心なまなざしに、
浦さんの話にも力が入る

浦さんの問い掛けに、自分で考え、発言する生徒たち

ち
。「
自
分
は
な
ぜ
仕
事
を
辞
め
て
ま
で
こ
こ
に

来
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

に
つ
い
て
深
く
悩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ず

は
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
ま
さ
に
今
、
こ

の
先
の
進
路
に
悩
ん
で
い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、

今
の
自
分
に
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
話
だ
っ
た
。

そ
し
て
こ
こ
で
、
ま
た
質
問
が
投
げ
掛
け
ら

れ
る
。「
日
本
人
に
は
夏
目
漱
石
の
小
説
に
も
出

て
く
る
よ
う
に
〝
向
上
心
の
な
い
も
の
は
バ
カ

で
あ
る
〞と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。で
も
、

バ
ヌ
ア
ツ
の
人
は
〝
毎
日
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
が
悪
い
こ
と
な
の
〞
と
言
い
ま
す
。
ど
っ
ち

が
幸
せ
で
し
ょ
う
か
」。
頭
を
悩
ま
せ
る
生
徒
た

ち
。
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

「
バ
ヌ
ア
ツ
の
人
た
ち
の
方
が
生
き
生
き
し
て
見

え
る
か
も
」「
で
も
、
一
度
き
り
の
人
生
な
ん
だ

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
方
が
い

い
よ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
。

正
解
不
正
解
は
な
い
。
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
だ
っ
た
。「
貧
し
く
て
も
、精
神
的
に
は
裕
福
。

あ
る
も
の
を
分
け
合
っ
た
り
し
て
み
ん
な
が
平

等
に
暮
ら
し
て
い
る
環
境
は
、
先
進
国
に
は
絶

対
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。
授
業
が
終
わ
っ
て
、

そ
う
船
戸
俊
平
く
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

「
３
年
生
は
こ
の
時
期
、
受
験
を
前
に
悩
み
、

神
経
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ヌ
ア
ツ
の
人
々

の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
は
違
う

世
界
に
目
を
向
け
、
心
を
解
放
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
齋
藤
先
生
。
最
初
は
少
し
緊
張

し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
生
徒
た
ち
だ
が
、

授
業
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
笑
顔
に
な
り
、
口
々

に
感
想
を
言
い
合
い
な
が
ら
、
教
室
を
出
て
い

っ
た
。
そ
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
、
と
て
も

印
象
的
だ
っ
た
。

島
の
生
活
に
幸
せ
を
見
つ
け
た

日
本
か
ら
約
６
０
０
０
キ
ロ
、
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
国
バ
ヌ
ア
ツ
。

見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
南
の
島
に
は
、

一
体
ど
ん
な
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
―
。

そ
の
問
い
に
答
え
る
授
業
が
、
東
京
の
八
王
子
市
立
第
二
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。

世界とつながる
教室

　
世
界
一
幸
せ
な
国
。
そ
う
聞
く
と
、
ど
の
国

が
頭
に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
多
く
の
人

が
、〝
ブ
ー
タ
ン
〞
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
実
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
前
に
も
〝
世
界
一
幸
せ

な
国
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
国
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

分
か
る
か
な
」。
そ
う
問
い
掛
け
る
の
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
浦
輝
大
さ
ん
。
そ
の
視
線

の
先
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
の
が
、
八
王
子

て
る
ひ
ろ
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津
波
災
害
や
紛
争
後
の
復
興
支
援
な
ど

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
で
働
く
堀
越
大
補
さ
ん
。現
在
、急

成
長
を
遂
げ
る
大
洋
州
の
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
の
発
展
を
、地
に
足
の
着
い
た

た
も
の
に
す
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

　

大
学
時
代
、
ア
ジ
ア
な
ど
を
旅
行
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
日
本
と
は
異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触
れ

る
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。
も
っ
と
深
く
世
界
を
知

り
た
い
と
文
化
人
類
学
が
学
べ
る
大
学
院
へ
。当
時
、

ア
ジ
ア
経
済
危
機
か
ら
復
活
し
つ
つ
あ
っ
た
マ
レ
ー

シ
ア
の
経
済
発
展
と
文
化
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
調

べ
る
た
め
、
現
地
に
数
カ
月
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
国
際
協
力
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
就
職
。
当
時
は
、
ス
マ
ト
ラ

沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
が
起
き
た
直
後
の
支
援

活
動
に
追
わ
れ
、
社
内
は〝
猫
の
手
も
借
り
た
い
〞状

況
。
国
際
協
力
の
仕
事
に
関
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
も
な
い
ま
ま
、
す
ぐ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
派
遣
さ
れ
、
復
興
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
携
わ
り
ま
し
た
。
週
末
も
休
ま
ず
働
く
先
輩

た
ち
に
必
死
で
付
い
て
行
く
日
々
は
大
変
で
し
た

が
、
同
時
に
や
り
が
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
の
現
場
に
身
を
置
き
、

や
は
り
国
際
協
力
は
一
生
の
仕
事
だ
と
実
感
。
よ
り

知
見
を
高
め
た
い
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
の
公
共
政
策

大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
く
、
多
様
な
支
援
事
業
に

挑
戦
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
帰
国
後
し
ば
ら
く

し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
転
職
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
部

で
は
、
大
洋
州
諸
国
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
実
施
中
の
事
業
を
取
り
ま
と
め
な

が
ら
、
次
の
協
力
の
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が
私

の
役
割
。
そ
れ
ま
で
は
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

深
く
関
わ
る
仕
事
が
中
心
で
し
た
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

在
外
事
務
所
や
関
係
部
署
、
外
務
省
、
他
国
の
援

助
機
関
、
民
間
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
の

調
整
役
を
担
い
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
新
鮮
で
し
た
。

　　

現
在
、
赴
任
し
て
い
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

は
大
洋
州
最
大
の
国
土
と
人
口
を
有
し
、
豊
富
な

資
源
収
入
に
支
え
ら
れ
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
国

で
す
。
日
本
の
支
援
も
こ
こ
数
年
増
加
し
て
お
り
、

経
済
成
長
基
盤
の
強
化
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

環
境
分
野
の
改
善
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
他
国
に
よ
る
支
援
、
資
源
開
発
に
伴
う
民

間
企
業
の
進
出
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
の
が
現

状
で
、
他
の
大
洋
州
の
国
と
比
べ
る
と
特
殊
な
面

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
日
本
の
強
み
は
、
現
地
の
政
府
担

当
者
や
他
の
援
助
機
関
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
。

例
え
ば
、
私
が
担
当
し
て
い
る
運
輸
交
通
分
野
で

は
、
定
期
的
に
現
地
政
府
も
含
め
た
ド
ナ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
急
激
な
経
済
成
長
を
し
っ

か
り
と
地
に
足
の
着
い
た
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
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大
洋
州
で
地
に
足
の
着
い
た
成
長
を
後
押
し
し
た
い

パプアニューギニアの第2の都市レイの空港建設予定地を視察する堀越さん

港湾の政策や行政能力を強化するプロジェクトの会議
で現地の関係者と協議

From Papua New Guinea

「
国
際
協
力
を
一
生
の
仕
事
に
」

現
場
で
の
経
験
で
固
め
た
覚
悟

よ
り
幅
広
い

国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い

他
国
の
援
助
機
関
と
連
携
し
、

協
力
の
効
果
を
高
め
る

歩
調
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
方
か
ら
は
、「
お
互
い
補

い
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
赴
任
時
に
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
ら
と
接
す
る
中

で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
地
に
足
の
着
い
た
援
助
協
調

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
生
時
代
に
学
ん
だ
文
化
人
類
学
の
観
点
か
ら
、

画
一
的
な
経
済
発
展
に
対
す
る
疑
念
や
不
安
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
洋
州
諸
国
は
、
数
字
的
に

は
〝
自
立
し
て
い
な
い
〞
国
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
を
近
所
の
家
族
が
引

き
取
っ
て
面
倒
を
見
た
り
と
、
あ
る
意
味
自
立
し
た

健
全
な
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
日
本
以
上
に
残

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
ま
す
。

　

自
立
の
真
の
意
味
と
は
何
か
、
そ
う
自
分
に
問
い

続
け
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
ま
い
進
し
ま
す
。

大学院修了後、一般財団法
人日本国際協力システムに
就職。2012年にJICAに転
職。東南アジア・大洋州部を
経て、2014年10月より現職。

パプアニューギニア
事務所

堀越 大補
HORIKOSHI Daisuke
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１
月
17
日
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

丸
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ

の
震
災
の
教
訓
を
世
界
と
共
有
す
る
た
め
、

２
０
０
７
年
に
兵
庫
県
と
共
同
で
「
国
際

防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｌ
Ｃ
）」
を
設
立

し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
０
０
０
カ
国
以
上
、

２
０
０
０
人
以
上
に
研
修
を
通
し
て
教
訓

を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

17
日
、
神
戸
市
内
で
は
「
国
際
防
災
・
人

道
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」が
開
か
れ
、

田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
防
災
分
野

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
開
発
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
防
災

の
支
援
を
組
み
込
む
「
防
災
の
主
流
化
」
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
ま

し
た
。
ま
た
05
年
の
第
２
回
国
連
防
災
世

界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
国
際
社
会
に
お
け

る
防
災
の
指
針
「
兵
庫
行
動
枠
組
（
Ｈ
Ｆ

Ａ
）」
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
、
３
月
に
仙

台
で
行
わ
れ
る
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会

議
で
採
択
予
定
の
Ｈ
Ｆ
Ａ
後
継
枠
組
に
対

す
る
提
案
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
公
益
財
団
法
人

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
と

兵
庫
県
と
共
催
で
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

復
興
20
年
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
、
田
中
理
事
長
の
基
調
講
演
の
他
、Ｄ
Ｒ

Ｌ
Ｃ
の
研
修
を
受
け
た
帰
国
研
修
員
が
、

研
修
で
学
ん
だ
日
本
の
防
災
の
知
見
を
現

地
で
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
を
発
表
。
兵

庫
県
に
あ
る
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
を
モ
デ
ル
に
し
た
防
災
館
が
ト
ル
コ

に
設
立
さ
れ
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
「
国
際
協
力
を
通
じ
た
防
災
人

材
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
防
災
分
野
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

研
究
協
力
機
関
の
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
不
破
雅
実
地
球
環
境
部
長
は
、
04

年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津

波
の
後
、
日
本
の
支
援
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
に
設
立
さ
れ
た
防
災

担
当
の
省
庁
で
帰
国
研
修
員
が
活
躍
し
て

い
る
例
を
挙
げ
、「
研
修
を
通
じ
て
、
途
上

国
で
多
く
の
貴
重
な
防
災
人
材
が
育
成
さ

れ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

阪神・淡路大震災から20年、世界と防災に取り組む 01

各国代表が発表する防災の取り組みに聞き入るJICAの帰国
研修員

国内外の防災関連機関が集積する神戸市東部新都心「HAT
神戸」

03「世界の笑顔のために」プログラム 物品募集中！
　
「
も
う
使
わ
な
い
け
ど
、
ま
だ
使
え
る

か
も
し
れ
な
い
」。
そ
ん
な
物
品
が
家
に
眠

っ
て
い
た
ら
、「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
日
本
文
化

な
ど
の
分
野
で
、
開
発
途
上
国
で
必
要
と

し
て
い
る
物
品
を
日
本
国
内
で
募
集
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
各
国

に
届
け
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
個
人
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
は
企
業
や
地
域
で
集
め
る
な
ど
、
参
加

の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
書
道
用
具
、
ス
ポ

ー
ツ
用
品
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る

も
の
が
国
際
協
力
の
一
歩
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
申
込
書
受
付
期
間
】4
月
1
日（
水
）

〜
5
月
15
日
（
金
）

【
問
】
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
「
世
界

の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
係

【
T
E
L
】
0
3
‒5
2
2
6
‒9
1
9
6

【
U
R
L
】w

w
w
.jica.go.jp/partner/

sm
ile/

ケニアに贈られた野球道具を手に笑顔いっぱいの子どもたち

02　関西学院大学と連携し、スリランカの子どもたちを健康に
　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
を
目
指

し
て
、
１
月
26
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
関
西
学

院
大
学
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
関
す

る
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
技
能
や
知
識
が
豊
富
な
同

大
学
の
学
生
や
職
員
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に

派
遣
し
、
現
地
の
教
員
と
一
緒
に
、
体
力

増
進
運
動
や
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
指
導
し
ま
す
。

　

体
育
の
授
業
で
も
教
室
で
の
座
学
が
中

心
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
児
童
・
生
徒
の

運
動
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
い
て
、
教
育

省
は
２
０
１
３
年
か
ら
体
力
増
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

関
西
学
院
大
学
は
、
学
生
を
対
象
に
し

た
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
多
く
実
施

し
て
い
る
他
、
職
員
を
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
派
遣
す
る
制
度
を
新
設
す
る
な

ど
、
大
学
の
国
際
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
連
携
に
よ
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
関
西
学
院
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

署名式に出席した関西学院大学の小菅正伸副学長とＪＩＣＡ
の柳沢香枝理事



ょ
国
と
い
っ
た
国
々
に
対
し
て
も
、
一
人

当
た
り
国
民
総
所
得
（
G
N
I
）
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
必
要
な
協
力
を
行

う
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
非
軍
事
的
協
力
に
よ
る
平
和

と
繁
栄
へ
の
貢
献
」
を
基
本
方
針
と
し
て

掲
げ
、「
軍
事
的
用
途
及
び
国
際
紛
争
助

長
へ
の
使
用
の
回
避
」
の
原
則
を
引
き
続

き
遵
守
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
軍
・

軍
人
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
非
軍
事
目
的
に
限
り
協
力
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
実

質
的
意
義
に
着
目
し
、
個
別
具
体
的
に
検

討
す
る
」
と
し
ま
し
た
。

　
国
際
社
会
全
体
と
し
て
持
続
可
能
で
強

じ
ん
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
気
候
変

動
、
感
染
症
、
防
災
な
ど
の
対
策
に
も
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ク
ラ
イ
ナ
は
、東
は
ロ
シ
ア
、西
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
接
す
る
東
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
あ
り
、
ソ
連
崩
壊
に
伴
っ
て
独
立

し
ま
し
た
。国
土
は
肥
よ
く
な
平
原
に
覆

わ
れ
、
夏
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る
と

て
も
美
し
い
国
で
す
。

　
し
か
し
現
在
、こ
の
国
は
建
国
以
来
、最

大
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。２
０
１

３
年
11
月
に
発
生
し
た
小
規
模
な
反
政
権

デ
モ
を
き
っ
か
け
に
、
首
都
キ
エ
フ
市
の

中
心
部
で
大
規
模
な
占
拠
、
衝
突
が
発
生

し
ま
し
た
。こ
の
た
め
、
大
量
の
国
内
避
難

民
の
発
生
や
経
済
の
急
激
な
落
ち
込
み
な

ど
、深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
は

最
大
約
1
5
0
0
億
円
の
大
規
模
な
支
援

を
発
表
。そ
の
中
に
は
、
キ
エ
フ
市
に
あ
る

ボ
ル
ト
ニ
ッ
チ
下
水
処
理
場
の
改
修
事

業
、
医
療
機
材
の
供
与
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
大
統
領
選
挙

監
視
、
国
内
避
難
民
、
東
部
復
興
な
ど
に

関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
１
月
に
入
っ
て
、
岸
田

文
雄
外
務
大
臣
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
経
済
の

安
定
化
に
向
け
て
3
億
ド
ル
、
東
部
復
興

に
向
け
て
総
額
約
1
6
6
0
万
ド
ル
の
支

援
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
支
援
に
対
し
て
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
民
か
ら
深
い
感
謝
の
意
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
国
際
社
会
の
責
任
あ
る
一
員
と

し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
定
化
と
そ
の
改

革
の
努
力
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ウ

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の

理
念
や
原
則
を
定
め
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
大

綱
が
12
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、
２
月
10
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
見
直

し
は
、
国
際
情
勢
や
開
発
課
題
の
変
化
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
多
様
化
な

ど
を
受
け
た
も
の
。
有
識
者
、
経
済
界
、
一

般
国
民
か
ら
上
が
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
通
じ
て
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
開
発
途
上
国
と
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
よ
り
重
視
す
る
と
い
う
考
え
方

も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
「
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
大
綱
」
か
ら
「
開
発
協
力

大
綱
」
に
名
称
を
変
更
。
主
に
見
直
さ
れ

た
の
は
、
開
発
途
上
国
へ
の
資
金
の
流
れ

の
中
で
民
間
資
金
の
存
在
感
が
増
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
開
発
援
助
と
そ
れ
以

外
の
資
金
・
協
力
と
連
携
を
図
る
こ
と
で

相
乗
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
点
で
す
。
さ
ら
に
、
開
発
協
力
事
業
に

民
間
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、

人
づ
く
り
や
制
度
づ
く
り
な
ど
ソ
フ
ト
面

も
含
め
た
総
合
的
な
支
援
を
よ
り
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
重
点
地
域
は
ア
ジ
ア

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
地
域
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
と
特
性
に
応
じ
た

協
力
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
有
の
ぜ

い
弱
性
を
抱
え
る
カ
リ
ブ
な
ど
の
小
島
し

日

さらに連携を強化し、
新しいODAが始動

ODA政策

「開発協力大綱」誕生！

2月10日、日本の開発協力の指針を示す
「開発協力大綱」が誕生しました。

ODA政策

月
16
〜
21
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル
ダ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
エ
ジ
プ
ト
で
行
っ
た
中
東
政
策
に
つ
い

て
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
最
近
の
中
東
地
域

の
秩
序
の
動
揺
や
過
激
主
義
の
伸
長
に
対

し
、「
中
庸
が
最
善
」
の
考
え
を
共
有
し

ま
し
た
。
ま
た
、
活
力
に
満
ち
、
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
定
し
た
中
東
を
取

り
戻
す
た
め
、
中
東
全
体
に
向
け
た
25
億

ド
ル
相
当
の
新
た
な
支
援
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
て
は
、「
配
電

シ
ス
テ
ム
高
度
化
計
画
」、「
ボ
ル
グ
・
エ
ル
・

ア
ラ
ブ
国
際
空
港
拡
張
計
画
」
の
２
案
件

「安倍総理の中東訪問」

「中庸が最善」
日本の中東政策を発信

へ
の
総
額
約
４
３
０
億
円
の
新
規
円
借
款

供
与
方
針
を
決
定
し
た
こ
と
、
エ
ジ
プ
ト

の
国
境
管
理
能
力
強
化
や
洪
水
対
策
支
援

な
ど
の
た
め
、
国
会
承
認
を
得
て
か
ら
、

国
際
機
関
経
由
で
約
４
０
０
万
ド
ル
の
新

規
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
安
定
を
支
え
る
た

め
の
新
規
の
１
億
ド
ル
の
円
借
款
、
国
会

承
認
を
得
た
後
に
行
う
国
際
機
関
経
由
で

の
総
額
２
８
０
０
万
ド
ル
の
新
規
支
援
に

つ
い
て
も
発
表
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
は
、
ガ
ザ
の
人

道
・
復
興
支
援
、
自
治
政
府
へ
の
財
政
支

援
、
雇
用
、
保
健
分
野
で
の
支
援
な
ど
の

た
め
、
新
規
に
約
１
億
ド
ル
の
支
援
を
行

う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

オールジャパンでの連携を強化し、現場に根差したODA事業を目
指す（撮影：久野武志）

Me�age from Ukraine
困難に直面するウクライナを支える

在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
日
本
国
大
使
館
　
　
　 
上
野 
良
輔  

三
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。

1

アブドッラー2世・ヨルダン国王陛下の出迎えを受ける安倍総理（写真提供：
内閣広報室）

キエフ市内での衝突の様子

日本の協力で届けられた支援物資

エルシーシ・エジプト大統領との会談（写真提供：内閣広報室）

①非軍事的協力による平和
と繁栄への貢献
②人間の安全保障の推進
③自助努力支援と日本の経
験と知見を踏まえた対話・協
働による自立的発展に向け
た協力

重点課題

「開発協力大綱」を読み解くキーワード

基本方針

①効果的・効率的な開発協
力推進のための原則
②開発協力の適正性確保の
ための原則

実施上の原則

①政府・実施機関の実施体
制整備
②民間、自治体、国際機関、
地域機関、他ドナー、新興国、
市民社会、緊急人道支援、国
際平和協力における連携
③実施基盤の強化

実施体制

①「質の高い成長」とそれを
通じた貧困撲滅
②普遍的価値の共有、平和で
安全な社会の実現
③地球規模課題への取り組
みを通じた持続可能で強じ
んな国際社会の構築

©Takeshi Kuno

©Kaku Suzuki

©Mika Tanimoto

©Mika Tanimoto
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人
生
を
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
で
面
白
い
物
語
に
し
た
い
な

ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
行
け
ば
い
い
｜
。
２
年
前
、
国

際
協
力
の
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で
初
め
て
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
を
訪
れ
、
私
は
一
瞬
で
こ
の
国
の
こ
と
が
大
好

き
に
な
っ
た
。

　
タ
レ
ン
ト
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
わ
り
に
、
根
は
人

見
知
り
の
私
。
で
も
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
た
ち
に
は

バ
ー
ン
と
心
の
扉
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。
と
に
か
く
人
が

大
好
き
な
ベ
ン
ガ
ル
人
。
出
会
っ
て
す
ぐ
に
質
問
攻
め
に

あ
い
、
な
か
な
か
眠
ら
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
出
会
っ
た

ば
か
り
の
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
名
前
ま
で
知
り
た
い
な

ん
て…

。
彼
ら
の
熱
く
て
真
っ
す
ぐ
な
視
線
に
、
私
の
心

の
〝
人
見
知
り
氷
山
〞
が
み
る
み
る
溶
け
て
い
く
の
が
分

か
っ
た
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
ベ
ン
ガ
ル
語
も
す
る
す
る
覚
え
、
１
週

間
強
の
滞
在
で
な
ん
と
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
ほ
ど
に
。
お
世
話
に
な
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
日
本
人
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
に
は
「
も
の
す
ご
い
社
交
性
だ
ね
！
」
と
褒

め
て
い
た
だ
い
た
が
、あ
れ
は
私
の
実
力
で
は
な
い
。〝
バ

ン
グ
ラ
マ
ジ
ッ
ク
〞
だ
。
自
分
で
も
こ
ん
な
に
積
極
的
な

〝
ワ
タ
シ
〞
を
見
つ
け
た
の
は
初
め
て
で
驚
い
た
ほ
ど
だ
。

　「
自
分
探
し
」
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
り
、〝
現
実
逃

避
し
て
海
外
で
ふ
ら
ふ
ら
す
る
若
者
〞
み
た
い
な
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
と
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
生
き

て
き
た
自
分
探
し
な
ん
て
な
い
よ
世
代
。
で
も
、
こ
こ
へ

来
て
「
自
分
探
し
は
あ
る
！
」
と
思
っ
た
。
私
の
知
ら
な

い
私
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
い
た
か
ら
だ
。

　
到
着
し
て
か
ら
ず
っ
と
ノ
リ
ノ
リ
だ
っ
た
私
も
、
ス
ラ

ム
を
案
内
し
て
も
ら
う
時
は
少
し
緊
張
し
た
。
最
貧
国
と

い
わ
れ
る
国
の
、
さ
ら
に
最
貧
層
の
人
々
の
暮
ら
し
。
東

京
で
ぬ
く
ぬ
く
と
、
自
分
の
こ
と
で
う
じ
う
じ
悩
み
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
る
私
な
ん
か
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
そ
こ
を

歩
け
ば
い
い
の
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り

自
分
は
恵
ま
れ
て
る
と
思
っ
た
」
み
た
い
な
感
じ
に
、
貧

困
を
観
光
と
し
て
消
費
し
て
し
ま
う
の
も
嫌
だ
っ
た
し
、

か
と
い
っ
て
、
特
別
正
義
感
が
強
い
わ
け
で
も
な
く
、
世

界
を
救
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
正
直
な
い
私
が
、「
何

か
し
て
あ
げ
な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
の
か
ど

う
か
、
な
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も

18

＜Profile＞
ふじおか・みなみ
1988年東京都出身。東京都立国際高等学校、上智大学総合人間科学部社会学科卒業後、タ
レント・歌手として活動。ジャイアントパンダ研究家。2010年より「穴場ハンター」、2014年は「テレ
ビで中国語」（共にNHK）レギュラー出演。公益財団法人緑の地球防衛基金のプロジェクト
「Team Shokurin」SHOKURIN応援団。著書に『シャプラニール流 人生を変える働き方』（エスプ
レ）。「なんとかしなきゃ！プロジェクト」メンバー。

元セックスワーカーの女性たちが作るナチュラルソープ

認定NPO法人シャプラニール＝市民による海外協力の会のスタッフに、現地での活動の様子を聞く筆
者（右から2人目）

疑
問
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
が「
ス

ラ
ム
は
お
も
ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
、
と
っ

て
も
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
、
目
か
ら

う
ろ
こ
が
落
ち
た
。「
楽
し
ん
で
い
い
ん
だ
！
」
と
。
開

発
途
上
国
に
行
っ
た
ら
胸
を
痛
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う

私
の
思
い
込
み
の
方
が
む
し
ろ
差
別
的
な
考
え
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
実
際
ス
ラ
ム
は
本
当
に
お
も
ち
ゃ
箱
み
た
い
な
場
所
だ

っ
た
。
狭
く
複
雑
に
入
り
組
ん
で
迷
路
の
よ

う
な
路
地
が
面
白
く
、
そ
こ
を
歩
い
て
い
る

だ
け
で
み
ん
な
が
店
や
家
か
ら
出
て
き
て
、

歌
い
な
が
ら
付
い
て
来
る
。
家
事
使
用
人
の

子
ど
も
た
ち
が
通
う
補
習
学
校
で
は
、
マ
ツ

コ
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ
ん
み
た
い
な
先
生
が
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
、
歌
い
な
が

ら
教
え
て
い
る
。「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
っ
！？
」

と
何
度
も
突
っ
込
み
た
く
な
る
ほ
ど
、
陽
気

さ
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
た
だ
で
さ
え
カ
ラ
フ

ル
な
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
も
っ
と
濃
縮
さ
れ

た
よ
う
な
明
る
い
場
所
だ
っ
た
。

　
ス
ラ
ム
を
楽
し
く
歩
い
た
こ
と
で
、
見
え

て
き
た
も
の
が
あ
る
。
援
助
す
る
側
、
さ
れ

る
側
、
と
い
う
人
間
関
係
は
国
際
協
力
の
現

場
に
は
必
要
な
い
。
現
場
に
は
、
国
と
国
、

と
い
う
関
係
性
も
な
い
。
あ
る
の
は
個
人
。

ひ
た
す
ら
に
個
人
。
何
か
し
て
あ
げ
よ
う
と

思
わ
な
く
て
い
い
。
出
会
う
だ
け
で
い
い
。

出
会
え
ば
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
何
か

が
始
ま
る
。

　
国
際
協
力
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
た
く
さ
ん
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
必
ず

面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
て
い
て
、
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
。
そ
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
人
ば
か
り
。
若
い

世
代
が
国
際
協
力
に
興
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
面
白

い
大
人
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
タ
レ
ン
ト
と
し
て
、
私
が
ど
う
国
際
協
力
に
関
わ
っ
て

い
く
の
が
良
い
の
か
考
え
た
。
自
分
に
も
あ
っ
た
「
国
際

藤
岡 

み
な
み

タ
レ
ン
ト

途
上
国
で
知
ら
な
い

自
分
に
出
会
っ
た

協
力
は
立
派
な
人
が
す
る
も
の
だ
、自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
い
う
壁
を
持
っ
て
い
る
人
に
、「
見
て
き
た
ら
そ
ん
な

こ
と
な
か
っ
た
！
お
も
し
ろ
い
！
」
と
伝
え
る
役
割
な
の

か
な
、
と
今
は
思
う
。

　
国
際
協
力
や
世
界
旅
行
に
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
ま
だ

一
歩
を
踏
み
出
せ
て
い
な
い
と
い
う
人
が
い
た
ら
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
よ
り
も
個
人
旅
行
よ
り
も
、
信
頼
で
き
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
企
画
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コバルトブルーの海に囲まれたモザンビーク島。
日が和らぐ夕方、海に飛び込んで子どもたちが
遊んでいた

　
２
０
１
４
年
3
月
、
10
年
ぶ
り
に
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
を
訪
れ
た
。
世
界
の
最
貧
国
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
一
方
、
豊
富
な
天
然
資

源
が
注
目
を
浴
び
る
こ
の
国
の
素
顔
を
探

り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
真
っ
青
な
空
に
澄
ん
だ
コ
バ
ル
ト
ブ
ル

ー
の
海
。
目
の
前
に
延
び
る
橋
を
進
む
と
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
島
に
入
っ
た
。
北
東
部
ナ

ン
プ
ラ
州
に
あ
る
こ
の
島
は
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
。
古
く
は
ア
ラ
ブ
人
が
暮
ら

し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
時
代
は
中
心
都

市
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
は
現
在

の
国
名
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
島
の
北
部
は
歴
史
的
な
石
造
り
の
建
物

が
並
び
、
路
地
に
入
る
と
朽
ち
か
け
た
壁

が
わ
び
さ
び
の
情
感
を
誘
う
。
南
部
に
は

漁
民
が
暮
ら
す
家
が
ひ
し
め
き
、
モ
ス
ク

を
囲
む
鮮
や
か
な
緑
や
教
会
の
白
い
壁
が

光
に
反
射
し
て
ま
ぶ
し
い
。
浜
の
木
陰
で

は
男
性
た
ち
が
漁
の
網
を
繕
い
、
女
性
た

ち
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
売
っ
て
い
た
。

　
船
着
き
場
で
は
捕
れ
た
て
の
魚
介
に

人
々
が
に
ぎ
わ
う
。
男
性
が
大
き
な
ロ
ブ

ス
タ
ー
を
手
に
し
て
に
っ
こ
り
。
地
べ
た

に
座
っ
て
、
山
積
み
に
な
っ
た
ウ
ニ
の
中

身
を
取
り
出
す
人
も
。
日
が
暮
れ
る
こ
ろ
、

要
塞
に
行
く
と
、
古
い
大
砲
や
十
字
架
を

冠
し
た
砦
が
赤
く
染
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

が
海
に
飛
び
込
ん
で
は
声
を
上
げ
て
い
た
。

ナンプラ州の州都ナンプラの近郊では、人と荷物でぎゅうぎゅうのトラック

ナンプラ州の農村。子どもたちもピーナツの収穫を手伝っていた

村の集会に集う女性たちが、世間話に花を咲かせる。笑い声と共に穏やかな明るさが広がった

街を歩く女性に目を奪われて声をかけた。伝統的なペイントをおしゃれに施していた

永武ひかるさんが主催
する世界の子どもたち
と写真を通じて交流す
る「ワンダーアイズプロ
ジェクト」。モザンビーク
の子どもたちが撮った
写真もホームページ（w
ww.wondereyes.org/）
で公開中。

1990年代の内紛時、多くの遺体が投げ捨てられたというザンベジア州の丘の上
には、追悼の十字架が立っている

Mozambique
［モザンビーク］

写真・文＝永武ひかる （写真家）

地球ギャラリー vol.78

　
島
か
ら
車
で
３
時
間
ほ
ど
行
く
と
州
都

ナ
ン
プ
ラ
に
着
く
。
国
内
第
３
の
都
市
で
、

世
界
各
国
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
訪
れ

る
。
約
２
０
０
キ
ロ
離
れ
た
ナ
カ
ラ
港
は

現
在
拡
張
開
発
中
で
、
ア
フ
リ
カ
の
主
要

な
貿
易
拠
点
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
街
中
を
颯
爽
と
歩
く
女
性
が
い
た
。
真

っ
赤
な
シ
ャ
ツ
に
、
カ
プ
ラ
ナ
と
呼
ば
れ

る
民
族
調
の
巻
き
ス
カ
ー
ト
姿
。「
国
際

女
性
デ
ー
の
集
会
に
行
く
と
こ
ろ
よ
」。

顔
の
白
い
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
実
に
粋
だ

っ
た
。

　
街
中
を
抜
け
る
と
農
村
風
景
が
続
き
、

幹
線
を
外
れ
る
と
土
の
道
に
な
る
。
村
で

は
子
ど
も
や
女
性
が
ピ
ー
ナ
ツ
を
摘
み
取

っ
て
い
た
。
国
民
の
約
８
割
が
農
民
。
背

に
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
、
頭
に
荷
を
乗
せ

男性たちが網を繕い女性たちが食べ物を売る傍らで、子どもたちがひもを張って遊んでいた

ウニの中身を取り出す人たち。引き潮の浜では、ウニや貝、小魚などを捕る人が点在していた

古びた雰囲気の街角は味わいがある

帆かけ船で漁をする人たち

橋を渡る時にすれ違ったのは、日本から運ばれてきた中古車。モザンビークをはじめとしたアフリカでは、日本の中古車は長持ちすると人気がある

地球ギャラリー vol.78
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て
、
両
手
に
モ
ノ
を
持
つ
。
真
っ
す
ぐ
と

背
を
伸
ば
し
、
地
を
踏
み
し
め
て
歩
く
女

性
の
姿
が
心
に
焼
き
付
い
た
。

　
今
年
は
独
立
か
ら
40
年
。
内
戦
終
結
か

ら
は
20
数
年
が
た
つ
。
中
部
ザ
ン
ベ
ジ
ア

州
で
は
、
10
年
前
は
ま
だ
地
雷
撤
去
や
住

民
か
ら
の
武
器
回
収
が
行
わ
れ
て
い
た
。

地
雷
で
失
明
し
て
腕
を
失
っ
た
自
ら
の
経

験
を
部
族
語
で
歌
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も

い
た
。
地
元
の
人
に
尋
ね
て
み
る
と
、
彼

の
歌
は
暗
い
か
ら
好
き
じ
ゃ
な
い
、
亡
く

な
っ
た
よ
、
と
聞
い
た
。
胸
が
う
ず
い
た
。

　
民
族
も
言
語
も
異
な
る
が
、
穏
や
か
で

礼
節
が
あ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
た
ち
。

主
張
が
ぶ
つ
か
り
合
う
世
に
あ
っ
て
、
彼

ら
の
姿
か
ら
国
を
支
え
る
希
望
の
と
も
し

び
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。

希
望
の
と
も
し
び

モザンビーク島と本土は長さ約3キロの橋で結ばれている。漁船が戻ると人々が集まってきてにぎわう

Republic of Mozambique

さ
っ
そ
う

column
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要

な
貿
易
拠
点
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
街
中
を
颯
爽
と
歩
く
女
性
が
い
た
。
真

っ
赤
な
シ
ャ
ツ
に
、
カ
プ
ラ
ナ
と
呼
ば
れ

る
民
族
調
の
巻
き
ス
カ
ー
ト
姿
。「
国
際

女
性
デ
ー
の
集
会
に
行
く
と
こ
ろ
よ
」。

顔
の
白
い
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
実
に
粋
だ

っ
た
。

　
街
中
を
抜
け
る
と
農
村
風
景
が
続
き
、

幹
線
を
外
れ
る
と
土
の
道
に
な
る
。
村
で

は
子
ど
も
や
女
性
が
ピ
ー
ナ
ツ
を
摘
み
取

っ
て
い
た
。
国
民
の
約
８
割
が
農
民
。
背

に
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
、
頭
に
荷
を
乗
せ

男性たちが網を繕い女性たちが食べ物を売る傍らで、子どもたちがひもを張って遊んでいた

ウニの中身を取り出す人たち。引き潮の浜では、ウニや貝、小魚などを捕る人が点在していた

古びた雰囲気の街角は味わいがある

帆かけ船で漁をする人たち

橋を渡る時にすれ違ったのは、日本から運ばれてきた中古車。モザンビークをはじめとしたアフリカでは、日本の中古車は長持ちすると人気がある
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て
、
両
手
に
モ
ノ
を
持
つ
。
真
っ
す
ぐ
と

背
を
伸
ば
し
、
地
を
踏
み
し
め
て
歩
く
女

性
の
姿
が
心
に
焼
き
付
い
た
。

　
今
年
は
独
立
か
ら
40
年
。
内
戦
終
結
か

ら
は
20
数
年
が
た
つ
。
中
部
ザ
ン
ベ
ジ
ア

州
で
は
、
10
年
前
は
ま
だ
地
雷
撤
去
や
住

民
か
ら
の
武
器
回
収
が
行
わ
れ
て
い
た
。

地
雷
で
失
明
し
て
腕
を
失
っ
た
自
ら
の
経

験
を
部
族
語
で
歌
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も

い
た
。
地
元
の
人
に
尋
ね
て
み
る
と
、
彼

の
歌
は
暗
い
か
ら
好
き
じ
ゃ
な
い
、
亡
く

な
っ
た
よ
、
と
聞
い
た
。
胸
が
う
ず
い
た
。

　
民
族
も
言
語
も
異
な
る
が
、
穏
や
か
で

礼
節
が
あ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
た
ち
。

主
張
が
ぶ
つ
か
り
合
う
世
に
あ
っ
て
、
彼

ら
の
姿
か
ら
国
を
支
え
る
希
望
の
と
も
し

び
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。

希
望
の
と
も
し
び

モザンビーク島と本土は長さ約3キロの橋で結ばれている。漁船が戻ると人々が集まってきてにぎわう

Republic of Mozambique

さ
っ
そ
う

column



Art
武器アートを作ることができるアーティストは、国内に数えるほどしかいないという

NPO法人えひめグローバルネットワークのイベントで、
県内の小学生に武器アートを紹介

武器アート

平和への願いが込められた
作品といえば

モザンビークの文化を
知ろう！

取材協力：NPO法人えひめグローバルネットワーク

ドセ・デ・ココ

モザンビーク料理といえば
 ココナツを使ったお菓子

【RE C I P E】
●材料（4人前）
砂糖100g／水40ml／
ドライココナツ100g
（細かく刻まれたもの
でも糸状にカットされ
たものでも可）

砂糖と水をテフロン加工の鍋に入れ、しゃもじで混ぜながら中火で煮詰め
る。沸騰してきたら火を弱め、焦がさないように気を付ける。
砂糖があめ色になったらココナツを入れ、手早く混ぜ合わせる。
全体が混ざったら火を止め、熱いうちに直径15cmほどの浅めの皿に移す。
1.5㎝ほどの厚みとなるように、スプーンの裏などで平らな形に整える。
固まらないうちにナイフで一口大に切り分け、冷めて固まったら出来上がり。

❶

❷
❸
❹
❺

一家に一台あるココナツ削り機。先端に付いたのこぎりのようにギ
ザギザしたスプーンに実を突き刺し、くり抜くようにして削る

　美しいビーチが広がるモザンビークでは、さまざまなトロピカルフル
ーツが味わえる。中でもココナツは特に、地元の人たちにとってなじみ
深い果物。どの家庭にも、ココナツをカットするための専用の道具が
置いてあるほどだ。もちろんそのままジュースにして飲んでもいいが、
たまにはひと手間加えて、地元定番のお菓子「ドセ・デ・ココ」を作っ
てみてはどうだろう。
　作り方はいたってシンプル。砂糖と水を合わせて温めたものに、ドラ
イココナツを入れて混ぜ合わせる。それを熱いうちにお皿に移し、薄く
平らになるように形を整えたら、あとは固まるまで待つだけだ。お皿は
丸いものでも四角いものでも、作りたい形に合わせて選ぼう。
　「ドセ」とはポルトガル語で甘いという意味。その名の通り、口に入
れた瞬間甘くて香ばしいココナツの風味が広がる。カリッとした食感
は、日本のおこしに近いかもしれない。モザンビークでは知らない人
はいないというほど、子どもから大人まで人気のお菓子。ぜひ南国の
気分を味わってみよう。

　モザンビークのアーティストが手がけたオブジェ。見た目は実にユ
ーモラスだが、なんと材料にはかつての内戦で使用された武器が使
われている。
　1992年に内戦が終結した後、国内に残されたのは大量の武器。

そこで現地のNGOを中心に武装解除を目的に始まったのが、武
器を農具や自転車と交換して回収を推進するプロジェクト。回収
された武器は、アーティストの手によって平和を訴えるオブジェ
へと生まれ変わった。「内戦中にできなかったことに挑戦した
い」という思いが込められたのは、楽器の演奏や読書を楽しむ
人たち。鳥やトカゲといった動物には、「命を失ったのは人間だ
けではない」というメッセージが込められている。
　この武器アートは世界各国から、平和教育の一環として注目
が集まっている。本物の武
器の生 し々さに初めは衝撃
を受ける子どもたちも、授
業が終わると「もっと海外
のことを知りたい」「募金
などできることをしていき
たい」などと真剣な表情に
変わる。モザンビークの人
たちの平和への願いは、確
実に広がっている。

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

『恋するソマリア』
「まるで10代から20代にかけて、散々経験した片想いのよう
だ」。アフリカ大陸東端の通称“アフリカの角”に位置するソマ
リア。謎のベールに包まれたこの
地に魅せられ、“恋焦がれた”著
者は、そこに暮らす人々の日常を
探るため足を踏み入れる。ある時
は地元のケーブルテレビ局へ、あ
る時は民家の台所へ・・・。銃撃戦
に巻き込まれ、いまだ紛争が絶え
ない危険地帯の実情にも直面す
る。日本ではあまり知られていな
いソマリアの姿を命懸けで見てき
た著者が送る前代未踏の片想
い暴走ノンフィクション。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2014年／日本／2時間19分
監督：三池崇史
出演：大沢たかお、石原さとみ、真木よう子他
公開：3月14日（土）より全国東宝系にて公開
URL：www.kaze-lion.com/
配給：東宝

高野秀行 著
集英社
1,728円（税込）

『風に立つライオン』
アフリカの医療に生涯を捧げたシュバイツァーの自伝に感銘を受け
医師になった主人公は、ある日、憧れだったケニアに派遣される。戦
場にある病院の過酷さに驚きながらも生き生きと働き、次第に患者
からも信頼される存在に。そんな中、両親を目の前で惨殺され、心に
深い傷を負った少年兵が病院に担ぎ込まれる。少年の心の闇に真
正面から向き合う主人公が直面した現実とは―。1987年に発表さ
れたさだまさしの名曲を映画化。実在のJICA専門家の日本人医師
をモデルに、故郷に残した恋人への思いや、懸命に患者の命を救お
うとする姿を描いた心温まる作品だ。（文＝高倍宣義）

『野町和嘉 写真展「聖地巡礼」』
写真家の野町和嘉さんは、アフリカを中心にドキュメンタリー写真を撮
り続け、1995年から2000年にかけて、イスラム教最大の聖地である
メッカとその巡礼を世界で初めて徹底取材した。本展では、最新作の
ガンジス、イラン、アンデスを中心とした約160点を2期に分けて展
示。灼熱の砂漠や極限の高地など、数々の過酷な土地で取材を重
ねてきた野町さんが捉えた、そこに生きる人々、そして彼らの日常を支
える祈りの現場とは。

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

『生物多様性保全の経済学』
絶滅危惧種に指定されているアフリカゾウ、クロサイ、チョウザ
メ。なぜこれら生物の個体数は減少に追いやられているのか、
そして生物多様性を守るためにはどんな手段が有効なのか。そ
れを解明するカギは、どちらも「経
済学」にあった。本書では、長年
にわたり環境経済学の研究を続
けてきた著者が、生物多様性を
経済学の観点から考察。密猟の
減少に一役買ったサファリ・ハン
ティングや、コウノトリの野生復帰
につながったコメ作りなど、世界
のユニークな成功例も紹介され
ている。環境問題を新しい視点か
ら考えることができる１冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

大沼あゆみ 著
有斐閣
2,700円（税込）

会期：第1期 3月13日（金）～29日（日）
　　　第2期 4月2日（木）～19日（日）
　　　10時～17時（月曜休館）
会場：あーすぷらざ3階 企画展示室（神奈川県横浜市）
問：神奈川県立地球市民かながわプラザ
TEL：045-896-2121
URL：www.earthplaza.jp/

○c 2015「風に立つライオン」製作委員会

しゃく
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基礎教育
開発途上国では学校に行けない、卒業できない、進学できない子ども
がたくさんいる。誰にでも学ぶ権利はある。一人でも多くの子どもたち
が学校に行けるよう日本が取り組む国際協力を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
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T E L
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（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
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① フィリピンのモリンガ製品
② 書籍『恋するソマリア』 （p37参照）
③ 書籍『生物多様性保全の経済学』（p37参照）
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「
私
も
パ
ラ
オ
生
ま
れ
な
ん
で
ね
。
お
客
さ
ん
、
南
洋
庁
っ
て
知

っ
て
る
？
」。
10
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。
家
の
近
所
で
乗
り
合
わ

せ
た
タ
ク
シ
ー
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
お
年
に
は
見
え
な
い
運
転
手
さ

ん
か
ら
突
然
言
わ
れ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
前
の
「
南
洋
庁
」
と
い
え
ば
、
第
一
次
大
戦
後
、
国
際
連
盟

委
任
統
治
領
と
な
っ
た
南
洋
諸
島
の
行
政
を
行
っ
た
機
関
で
す
。

駅
ま
で
の
道
中
、
当
時
多
く
の
日
本
人
が
パ
ラ
オ
に
住
ん
で
い
た

こ
と
、
作
家
の
中
島
敦
が
官
吏
と
し
て
南
洋
庁
に
勤
務
し
て
い
た

こ
と
な
ど
を
懐
か
し
そ
う
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
こ
か

遠
い
異
国
の
歴
史
の
彼
方
の
存
在
、そ
ん
な
響
き
を
持
つ
「
南
洋
」

が
、
急
に
近
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
70
周
年
。
４
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
パ
ラ

オ
を
ご
訪
問
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
パ
ラ
オ
も
太
平
洋
戦

争
の
激
戦
地
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
、
サ
イ
パ

ン
も
大
洋
州
で
す
。
日
ご
ろ
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち

な
大
洋
州
の
国
々
で
す
が
、
今
年
は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
戦
闘
と

戦
没
者
を
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
す
機
会
も
多
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
の
特
集
テ
ー
マ
も
「
大
洋
州
」。
学
校
で
は
「
オ
セ
ア
ニ

ア
州
」
と
し
て
習
っ
た
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。「
太
平
洋
」

の
「
太
」
で
は
な
く
「
大
洋
」
の
「
大
」。
何
だ
か
茫
漠
と
し
た
印

象
を
受
け
る
名
前
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
様
な
国
々
、

社
会
、
自
然
が
あ
り
、
個
性
豊
か
な
人
々
が
住
み
、
そ
し
て
、
同

じ
島
し
ょ
国
で
あ
る
日
本
と
共
通
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
大
洋
州
に
９
つ
の
拠
点
を
置
い
て
、
大
洋
州
の

国
々
と
日
本
と
の
間
に
あ
る
、
長
い
歴
史
と
協
力
、
幅
広
い
人
の

つ
な
が
り
と
友
情
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
が
、
生
き
生
き
と
し
た
大
洋
州
と
、
そ
こ
で

活
躍
す
る
日
本
の
方
々
の
姿
を
お
伝
え
す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
道
課
長　

早
川 

友
歩

ぼ
う
ば
く

［ムンディ］
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島国の力
特 集　大洋州 
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　健康美を生み出す“奇跡の木”と呼
ばれる木が、フィリピンの農村にある。
ビタミン、ミネラル、アミノ酸…。健康、美
容のために必要なほぼ全ての栄養成分
を含むのが、鮮やかな緑色をしたモリン
ガの木だ。
　5年前に青年海外協力隊としてこの国
に派遣された山田麻樹さんも、その奇跡
を体験した一人。慣れない開発途上国
での生活で体調を崩しがちだった時、
地元の医者の勧めでモリンガの葉を食
べると、本当に風邪をひきにくくなった
のだ。「フィリピンの自然から生まれる
健康を日本にも広めたい」。山田さんは
帰国後すぐに、モリンガを使ったフェアト
レード商品を販売する会社「Girls, be A

-mbitious」を立ち上げた。
　現地の生産者の多くは女性。農薬は
一切使わず、素材の良さを最大限に生か
したシンプルな製法にこだわっている。
　ハーブティーはとても飲みやすく、少
しピリっとした味が疲れている時にはお
すすめ。パウダーはお菓子やスムージー
など何にでも使えて便利だ。昨年からは
美容オイルの販売も始まり、少しずつ日
本各地で取り扱い店舗が増えてきてい
る。
　日本での評判を耳にした現地の女性
たちは、自信を付けて生き生きとしてき
た。太陽の光をたっぷり浴びて育ったモ
リンガの力で、フィリピンに思いをはせ
ながら心身共にきれいになろう。

Vol.77  フィリピン

健康美を支える奇跡の木

©Yuki Asada

★モリンガ製品を4人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

★Girls, be Ambitiousのホームページ（www.girls-
be-ambitious.com/）を通じて購入可能。

モリンガの葉を1枚1枚確認しながら、品質の均一化を
目指す
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　インドネシアといえば、海がきれいなリ
ゾート。2004年にスマトラ島沖大地震・イ
ンド洋津波が発生するまで、そう思ってい
ました。でも、そのイメージは一気に崩れま
した。津波が村々を飲み込んでいく映像
は衝撃的で、自然災害の恐ろしさを実感し
たのを覚えています。
　日本もインドネシアと同様に、多くの自
然災害に見舞われてきました。そこで得た
経験を生かし、インドネシアをはじめとし
た開発途上国で防災対策に取り組んでい
るとのこと。日本での経験や知見が同じく
災害多発国であるインドネシアにどう生か
され、また日本にフィードバックされている
のか、しっかりとこの目で確かめたいと思
いました。
　訪れたのはインドネシアで最も活動が
活発な活火山の一つ、メラピ山。日本が古
くから建設に協力してきた砂防ダムでさ
え、想定を上回る土石流によって被害を受
けたこともあったそうです。そこで日本が
取り入れたのが、流出した土砂を受け止め
るサンドポケット。そのおかげで、下流に住
む人たちの多くの命が救われたことを知り

ました。その技術は雲仙普賢岳周辺の砂
防対策にも生かされていると聞き、国際協
力の経験が日本にも返ってきているのだと
思いました。
　メラピ山周辺の村でのラジオ局の取り組
みも印象的でした。その地域で放送されて
いたのは、メラピ山の状況や被災者の体
験談など防災に関する情報。そのノウハウ
を伝えているのが、神戸市長田区の多文化
コミュニティー放送局です。阪神・淡路大
震災の時、外国人が言葉が通じなくて困っ
たという経験がきっかけとなり立ち上がっ
たそうで、「インフラが整備されておらず、
識字率が低い途上国にでも、誰もが分か
るような形で防災の意識を広めたい」とい
う担当者の方の言葉が心に残っています。
災害報道はその時々で状況が変わり、自分
で判断して行動しなければならない。地元
に根付いた人と協力しながら災害を意識し
ていくコミュニティーの力がどれだけ大事
か、学ばせてもらった気がしました。
　そして最後は、日本人にも人気の観光地
バリ島へ。ここでは、土石流が多発する地
域で、土壌の保護や緑化のため、山口県

の企業が挑戦を続けてきました。彼らが日
本で開発し、インドネシアでも導入しようと
しているのが、地面に敷くだけで侵食を抑
え、植物の生育を促進するシート。自然と
共存した取り組みで、現地の素材を使うこ
とでコストを抑える工夫をしているのも素
晴らしいと思いました。
　そして何よりも、現地の日本人スタッフの
方が明るくて前向きに仕事に取り組んでい
る姿に感動しました。これからの時代、世
界で通用する人材を育てることは、日本企
業にとって大きな課題です。
　途上国に進出する日本企業が増えれ
ば、現地の人たちの生活が改善されるだけ
でなく、企業側にもたくさんのものが返っ
てくるはず。独自の技術を持った中小企業
に、ぜひ挑戦してほしいと思います。

私の 国際協力で日本の企業も元気に

ITO Satoko

フリーキャスター・事業創造大学院大学客員教授  伊藤 聡子

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1967年新潟県出身。東京女子大学卒業・NYフォ
ーダム大学留学・事業創造大学院大学修了。現在
は「ひるおび！」（TBS）、「ウェークアップ！ぷらす」
（読売テレビ）などのメディアでコメンテーターとして活
躍中。事業創造大学院大学客員教授。国際貢献や
エネルギー関係にも見識があり、国の委員も務めて
いる。「なんとかしなきゃ！プロジェクト」メンバー。
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